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時 の 言 葉 「不況時の建築界に望むζ とJ

日本の‘経、持復興再建の? ごめに原則的なョースを遁る必要が張〈要求きれに 。

その結果、全般的に費金難時代の様相を墨して来? こが、この ?こめに建築業界にも不況が

訪れて来にこと、これ亦嘗然のことである。

具体的に云へば、今のところ建築施設の横張 E ころではない。 よしんぱ止むを得ない建

設を試みてみ七ところで支携が停滞して一向に精算の見嘗もつかない。これが現賓の姿な

のである。併しこれでは建築業者が立って行けない。

そこで僅少の仕事にも殺到して猛烈な務得運動が起る。果ては良心的に最少限とおもわ

れる建築費までも割ちぎるを得ない事態に追込まれる。正に烈しい競守の時代であり、不

合理極まる時代と断ぜぎるを得ない。

担てこの有様のま、で果して建築業界は救はれるであらうか。こ〉に深い反省を試みな

げればなるまい，。

一体理性の件はない企業の在り方で、ぞのま〉轄ることが如何に危険であるか d 経替の

責任者は勿論、従業員のすべてが慎重に考へる時機が今なのでないだろうか。

勢費の協議もそこに目的がある筈である 亦戟後我も我もと殺生しに土建業者について

は更に深〈考へねばならなし、。もっとも技術の件はない土建業者なぞあり得る筈が無い

建設事業は草なる頁買的商行矯でなり立つものでは無い 、 ｾｰ ち技術、勢務、資材等の合理

的操作の上に立つ経替であることが原則である。? ごかI ら何れの要素を敏いても業者として

の資格がないといってよい。

それが七三看板的に命をつな亡ことに狂奔するとあっては余りに見苦しし、。同時にこれ

が建築業自体の復興を防げる結果にもならう。併し更に a大きい問題は折角明るい希望をも

って復興きるべき施設物が甚だしく歪められ、この無責任な施設が吐曾に輿へるであらう

揺影響に至つては恐るべきものがあると思ム。

現下、中商工業者の救、持とその復興は望むところであるが、右，に述べにこの悪扶態が止

められることはこれに合致すると云はねばならぬ。

建築工事の少いこの時機にこそ、各曾祉があらゆる企業の内容を整備して鰹替の合理化

に向って杢力を傾げる必要がある。仕事の忙しい時には出来ない装備の fこて直しこそ、や

がて活況の日を迎へる? こめの嘗然の仕事であらう。

更にかくしても侍縫繍不可能の場合はどうなるか、これこそ建築業者に止ること自体が

極めて不合理な話しであれこ、に事業の韓換を決意する機曾がある。

前大戦後濁逸の経験しにあらゆる合理化の時代を再び参考に考へてみにい色のである。
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府 替 鋸 筋 共 同 住 宅

大阪市天王寺直筆ヶ崎
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一、工事名務 大阪府管長訟筋コ y ! l ! J - ト逢共同住宅新築工事

建設位置

一、並敷地面積大阪市天王寺区筆ケ崎町( 祭ケ崎イ主宅) 1. 560坪

三、構建種別 餓筋コ y ! l ! J - ト王監四階建( 地下室付〉

四、建設戸駁 棟駁及び建築面積

建 築 棟 段 四 棟 一様ノ戸駁 一 四 戸

建設戸駁 九 六 戸

一戸蛍 3 面積 39. 393卒 方 米 建 設 延 面 積 4，372. 952卒 方 米

五 、 構 法 概 要 高 サ 地盤面ョ p パライツト上端迄 12. 850米

"  屋上水簿上端迄 15. 440米

"  - : ; / トノ、ゥ z 主鍋迄 14. 190米

一様ノ面積 一 治 ~ 四 階 各 治 共 265. 919卒方米

塔 屋 29. 562卒方米 地 階 125. 745卒方米

六、建物各穏仕上

世t 1，218. 983卒 方 米

外 壁 モ ル タ ル 塗 、 指 定 色 セ メ y ト吹付

屋 根 陸 療 機 、 ア ス フ ア ル ト 防 水 麿 三 暦 押 へ 、 シ y ダーョ y ク

9 四ト、セメ y トモルタル白地切、塔屋、ア. : 0 . 7 アルト

防水層、鎗砂; fUI t キ

室 内 下 表 ノ 混 9

室 名 床 腰

一階出入口、階段室 。貝

( 合" " ' : : ，1' トハウス) モルタル縁 ｾＡｊ
巾木モルダル

錫ズ 9

一 各 戸
踏 込

下三 廊

四 居

五 居

占 ム

' "、"

問 ( i ¥ 防〉

間 C六 勝 〉

ElI' .  

同 上 向 上

後甲板ｾ !J 巾 木 木 製

タ
、

漆 喰

ダ ミ 同 上

縁 甲 板 E畏 F 巾 木 木 製

七 使 所 問 上 向 上

八 地
下 室 防水屠、 防 水 層 モ ル

モノレタノレ銀ズ 9 タル銭ズ 3

墜 夫 弁

外 盛 岡 節 外 壁 同 断

漆 喰

漆 喰

木昔事ステイ y

モルタル塗ノ上

プラスター吹付

右 上

四階ノミ板天弁

同

l司

モルタル塗ノ上

上 プラスター吹付

四階ノミペ= ヤ

核 抑 級 九 テ イ y

毛ルタノレ塗ノ上

上 プ ヲ .:0. 51- 吹付

四階ノミ板天井

向 上 向 上

向 上 向 上

外 盛 岡 断 外 盛 岡 断

術 裏

手 摺 笠 木 木 製

.....::;-キ盆

木製下I t 符

記監 9 付

押入中棚及ピ

内法上押入tt

流 ν 、::r y ロ合

戸棚等雑作付

掻 9 棒付

主主ノ他〈ー〉各戸玄関銅製扉内外共 i.-.:y キ」塗、 ( ニ〉室内木部見エ鋳 !J-' 、「ステイ yJ 塗

七 、 別 主 主 ヱ 事 屋 内 給 排 水 及 ピ 衛 生 工 事 電 然 関 係 工 事 瓦斯工事
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み な と 曾 館

紳 戸 市 中 突 堤

- 仕 様 概 要

建坪- 283. H 坪( 新築237. 89 改建30. 0 移 築15. 25)

延坪- 520. 89坪〈新築445. 64 改議日0. 0 移 築15. 25)

構建一木痘二階建 セ メ y ト瓦葺

仕上一外郎: モルタル主主 セ メ y トガ y! ?{付

内部: 墜天井漆喰塗、膝モノレ 9 ル塗、定イルペイ

ト主堂、木部和室真g [ J 1 を除きオイルペイ y ト

塗、床ホーノレ人話量石研出し、食堂、喫茶室

アロー :J Y グ、プロック、事務所:及び二階

7 ロ - : J y グ、ホテル和室温理主

竣 工 昭 和 2 3 年 1 2 月

・ 設 計 施 工

設計施工 、清水建設株式合枇紳戸儲・業所
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鏡がなかったら人聞は自分t ; 1! _ ' んな顔を してゐ

るか分らないであらう。時# 自 介の額を客観a 的に

見る事によって自 介を知 る事が出衆 ると思ふが、

今度のアメリカ放行は日本の奈をみる のに一番い

〉機合であつにやうに恩ふ。始めてみにアメリカ

ではないが今度のやうにアメリカの大きさを明か

iこ認識させられに事はかつてない。合衆圏全土に

わfこって放行をしてその偉大きを感せ' ぎるを得な

かっ? こ。日本は山水明煽の閣だと自分で栴し他国

人も叉きういってゐる。成程日本も美しいが、ア

メリヵの風崇… … 東にアルゲニイ山脈、商にロツ

キイ山眠、その中聞にはアリゾナ、ユタ等の沙漠

を恩はす様な鹿野があると思へば、ミシシツピ河

流域には豊沃の土地が何千マイルも損がってゐて

何千匹ーもの羊や牛や馬や豚を養ってゐる。何百エ

ーカーもある牧場を管理する家寝業若は馬や自動

車で家高の世話をしてゐる。穀類の種蒔には、飛

行機でもって種をまき、害虫掘除の薬を撮布する

にも又同様である。

大都合附近に行けば大きな街道に、三台、四台

の自動車が相並んで行列をなして走ってゐる。シ

カゴや= ユーヨークに行けば、大き1 な百五十階色

ある握手. い建物がZさに聾えてゐる。汽車にのってゐ

てトホテルに居ても同じ様な安禦椅子が備えら

思機騒磯横顔霊露還勤踏襲回田町即園田副園田圏直園田園田郷歯溺

米闘ィ見に日本

島 申 1導

標語際績事豆沼草稿綴窓続務総投理滋盛湾濡纏議選掻罵鱒騒騒絡盛畠誠艇歯溜顎園田

れてゐて銀行の楽しさは味へでも苦しさは求めで

もないと云い度い。桑港の黄金門には八乃至九マ

イ; L の橋がかりられて橋上には自動車が右往左往

してゐる。又桑i港からオークランドへも濁を横切

って橋t ( かけられ、五互にも自動車が夜中といへ百

も癒えす' 往来してゐる。簡を往けば凡ゆる物資が

庖頭を飾ってゐる。か〉る有様をみて日本の賓情

を本官にはっきりと自分の眼に映す事が出来fこ。

日本の大きな産業のーは自轄車で験前も世界中に

車検出してゐ? ごと聞いてゐる。アメリカのそれは自

動車Ｎ，Ｎ ｾｯ つまり日米鞍宰は自動車と自縛車との喧

嘩と云へる。主主にも日本の姿をみ、如何に馬鹿な

事をやっTこかとつくづ〈反省させられに。青年時

代に長〈アメリカにあって数育を受Tこのであっ? こ

が、今回の如〈アメリヵの民主的な自由な塁策を

味つ? こ事はない。之といふのも思主宰前、叉鞍告書後

の日本に於げる経験が余りにも深〈心底に残って

ゐるから、あの閣の民主的ｾ気が今迄よりも旗〈

響いにものと考へられる。如何なる曾駐・銀行・

事校等に行ても給仕なさ' といふ者は一人として置

かれてゐない。そこの殆んぜ責任者ともいふべき

人が来客と窓口で直ちに感援して用件を露理して

〈れるのである。桑港上陸の降、その暁直ぐポス

トンに珪fこねばTよらないので銭道合祉の切符費場
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l こ行って牧師として賃銀の字減を要請しf こ。あの

閣では宣数師事長は牧師には鍛造運賃を字額にして

くれるのである。併しこの特権を得る震には、ー

ヶ月もごヶ月も前から 鍛道協舎に申請 しその手槙

きをとって置かねばならないの七が、その時窓口

に居Tこ一人の婦人事務員は一寸考へて直ちに承諾

し切符を貰って〈れに。お蔭で私は百弗の倹約が

出来? このである。叉シカゴの移民局にいうて滞在

期間の延長を要請し七時もそのカウングーの所に

坐ってゐ? こ御役人がパス・ボートと記入書類 とを

見て、直ぐに" O.  K  11 といって手績をして〈れ? こ

北米合衆闘を去って飾る時は個人的牧入力 2皆無

であっ? こ事を北米合衆国税蕗局に詮明してもらは

ねば日本に蹄られない。二月の初め、ある私人の

詮明書をもって、シカゴの税務局にいって個人的

牧入のなかっ? こ事の嘗局の誼明を求めにの亡が、

之亦窓口の一役人が提出し? こ書類を見て直ちに承

認この詮明書を渡してくれすこ。( 白本の所謂窓口

でこんな事が果して期待出来るにらうか? )

教育に従事してゐるものとして一番興味をそ〉

つにものはアメリカの諸謬校であっ? こ。日本の撃

校では未 ＱｾＱ こ校長は校長先生と呼ばれ、喜善生建は

室内に敬授が入って〈れば直宮、不動と迄はし、かな

いが席を立ち威儀を f こちJ して敬植する。之が決し

て悪いといふのではないが、しかし軍関主義の名

識りといへるであらう戸アメリヵでは近頃面白い

言葉が流行ってゐる。路上で逢つ? こ時互に、" ハ

ィ If といつで挨拶を交すのである。( 日本の H オ

イ，， 1こ官るものでゐる〉皐校の校庭でも同様で自

碍車等で先生の横を走りすぎながら、手を穆げて

H ハイ If といってゐる。先生遠の方がまpって丁寧

に ｈ ハロー Ｑｦ ｴ か、 ｈ グッド・モーエング・ｾヤ

ツク I I t かH グッド・モーエング・メアリィ 11 と

かいってゐる。教室内では勿論、数師と子弟の間

柄であるが、一歩教室を出づれば、凡であり姉で

あり、弟であり妹であるらしい、拘に親しみのあ

るもの? ごと患っ「こ。

叉、或る大きな大空襲で、線、長及びその部長扱の

敬歩逮の招きを受けて懇談合に出席し? こが、そ の

席上でしに質問が偶々その聖書校で、卒業から問題に

なってゐる或る点を衝いf こので、そこから線長と

教授の聞に活濯な議論が始まつ? こ。その時お玉が

8  

ピルとかジョージとか云って名前を呼んで論じ合

ムのである。勿論公の席で総長の事をど) L - } ごのジ

ヤツクゼのとは呼ばないが、此の稼な打ちとげた

席では、総長も卒教授も助教授も誠に自由に紫し

〈そして堂キと意見を鞍はせてゐる。そしヰて例へ

自分の意見が線、長のそれと逮つでも、一度泉校の

方針として決められ? こ事には皆之に協力してゐる

らしい。教育機関の設備といふ事を考へると、日

本の数育機聞は校舎その他アメリカに比べると物

置か裏長屋かといふ感を抱かぎるを得なかっ? こ。

男女共皐の問題が今日本で論議されてゐるが、

アメ Dカではそれは嘗然の事と考へられてゐる。

ある大撃を訪れT二時男女皐生が雲の中で丸で相撲

をとってゐる様にみえにので、案内の人に尋ねに

所 II /b-::. 、あれはお互に雲の塗り合ひをしてゐる

の1: 11 と事も無げに 説明 して〈れに。しかも之を

みてぜうかと思ふやうな顔をしてゐる人は一人も

なかっ7こ。又同じ大皐で、或る校舎の一室にあっ

? こ大きな長椅子に男子息生が腹かけてゐ七、その

上に女子謬生がドカンと坐つTこのを見Tこ。男のよ

に女が坐り女の上に男が腰をかげる。周囲には数

十人の皐生、数授達、訪問客等が居f こが、誰一入

費な眼でみる者はな〈誠に自然で天しんらんまん

な子供の世界を見てゐるのと艶りない祭持であっ

f こ。青年男女に謝する父兄、数授主主の信額の張、さ

を見? こ様な無がし? こ。日本で今男女共撃を問題に

するのは恐ら〈青年男女諸君ではない我キの様

な老人や事校の数員が自分皇室のi l f f _ 去の経験から碩

〈とりしまる事をもって我々の責任と淳書へるらし

いが、もっと宥年男女を信額すべきであらう。勿

論アメリカでも青年男女聞の過ちが全然ない事は

ない。しかし鋭い監闘の自のみできうし? こ過ちが

絶望すに防ぎ得るものではないらしい、アメリカの

やうに自由にしてゐても全部が堕落もせす¥不正

の行震に落入らないとすれば、むしろアメリヵ人

の態度に皐ぶべきではないてらうか?

アメリカの大墜に於いて今一つ印象深かつに事:

は、今日アメリカ の大事の皐生の殆んて全部が人

類皐に非予言な味奥をもってゐる事である。かれら

は日本文化は勿論、南洋諸島民放の事をとも熱心に

研究してゐる。自己の文化を高唱すると同時に叉

他民［波の文化を知り同化寸る事をもって自らのｾ



lこ献〈べからさ' る教義としてゐる。そして我# の

眼からみれば低い民族1: とE はれるものを、自分

の友人とする事をもって誇りとしてゐる事が感せ'

られ? こ。如何なる民族の中にもその長所を認めて

相手を主主意せんとする精神の表れである。日本人

は日本人の特色を表はすものをして最高のものと

考へてゐ? このではなからうか?

叉、時キ百貨底その他のj苫に入って拘に面白い

鰹弘主しfこ。それは百貨底等で庖員になってゐる

しかも相官年賀の婦人達が、買物に *1: 奥様蓮に

“ イエス・デイア・。イエス・ハホィ・" ( 愛す

るものよ〉といってゐるが、叉、之に劃して容の

婦人もその婦人底員に、 H イエス・デイア・去キ"

と際釘してゐる。日本では物を質五、人が旦那様で

底員の方が一段下? ごといふ概念があるが、アメリ

ヵでは買ふ方も寅る方も親しい玄として取引きを

してゐる。叉底員も本官に御客の利径を考へて物

を寅ってゐるといふ感がする。電車・汽車に乗て

も乗客は決して草掌主主に劃して横柄な態度をとら

ない。 tf レろ、如何なる身分の人とい八百も、乗

っ? こ以上は乗務員の交問の下に従順な態度をとっ

てゐる。同時に乗務員の方もぜこまでも客の偲宜

を圃ち親切に之を扱ふ。寧掌は乗客に針し真に御

奉仕しようといふ態度で援するのである。

特に一番反省させられ? こ事は、何故国本がこの

馬鹿な敢ひをしf こかといふ事で、この事はアメリ

カ人には貨に不思議な事、に忠へるらしい。日本が

この鞍若手: をやっTこ原悶は一朝一タの事ではない。

之は東洋人特に日本人の長い間の道徳概によるも

のと忠はれる。フイラデルフイャのヵーベング戸

ホー ルを訪れT二時、特にその感を強〈し? こ。之

は三百六十年の昔、米闘が英図に針し、 H 英闘が

その自由を束縛し、人類としての2 f ' 等の権利を奪

ふが放にH 敢へて満立を決議、宣言し f こ歴史的意

義深い場所であり、今街官時のま〉に保存されて

ゐる。此所ーを訪れ、かつての目、祈祷合の行はれ

Tこ一室に入る入は、その壁に掲げられである官時

の光景を拙いf こ泊癒を仰ぎ、且っその下に、往時

のアメりカの指導者還がひざまづいて新つ? 二時の

椅子がぞの健の位置に置かれであるのを見て‘ 誰

しも張い感銘を受付るに遣いない。今日〈例へそ

の内に如何に多〈の未解決の問題を磁してゐると

ば云へ〉か〈も立i辰に成長しfこ米合衆閣の立閣の

基礎となっf こあの濁立宣言書は、文字通り形通り

この父なる紳に謝する人々の熱い析によって生れ

にのである。以来三百数十年、無論米関の政策が

その間常に完全なものであっfことはいへないであ

らう。併しこのホールがこの長年月費らすも保存さ

れてきにと同じ犠に、米圏有識者の胸の中にH 人

類はすべて紳によって平等に作られfこものであり

平等の徳利を有すべきものである H といふかのd J U

立宣言の根本精紳が麗ら令生きてゐる容は、私も

色ペ' な折に感じさせられてきたのである。

きて日本はぜうであらうか. 日本は明治以来、

政治・産業・教育・又軍備等すべての面に鰐くべ

き長足の進歩を遂げて来? こ。その日本が何故この

様 1よ過失を犯し敗戦の苦しみを受げなけれはなら

なかっTこのであらうか? かの掲立宣言の時、ア

メリカの入建は無論英図皇帝を裁いてゐ fこが、し

かし皇帝以上のものに最高の権威を認めてゐ七、

即ち天地宇宙の遺物主? こる紳である。しかるに日

本は天皇をもって最高の権威と湾へたのであっ

? こ。成程圏際情勢は日本に針し不合理な事もあっ

? こ。圏外からの墨迫も相官になされ、建に留民の

中、少数者が臼本の震に或る政策を賓施し? 二、そ

れに謝して賛成するものは勿論、反針意見をもっ

てゐるものも一言牟伺も反封意見を出さなかっ

Tこ。之はj j I に祭政者に劃する無無力とのみは考へ

られない。古来長上に封し、親に封し、天皇に針

し、その命に服従する事を道徳のーと考へてき Tこ

図民はか、る図家の大問題に於いて特にきう考へ

? こ、放に不利と知つでも敢へて反封しなかっにの

である。又天皇以上のものを主主役しなかっfこ事が

日本人を島園根性におとし入れfこ原因と思はれ

る。日本の道徳律が天皇以上のものを尊敬しない

垂直の締に沿っfこ道徳律であつにが故に圏内に於

いては階叡制度が未ピに残ってゐる。叉、ロでは

世界人としての人類愛を設いても、愛際に於いて

我キは果して各閣入に封し凡ての偏見を捨て去っ

てゐるかを省りみる時、世界人としての資格に依

りてみに事を認めざるを得なかっTこ。

以上アメりカといふ大きな鏡に映じTこ日本の妻与

を見て、感じ? こま〉を申述べf こ次第である。

く筆者・料戸女高島院 院長〉
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現 下 の 経 済

験後わが閣の経済界は、ヨだから次しいろいろ

な問屈が走馬燈のように、相績いて起って、感接

に畷ない程でありますが、何と申しましでも、そ

の中で綾重要な課題は、 『吾閣のインフレが乞う

なるか』と云ふことであると恩ひます。

インフ ν ーシヨシは: z p: 易iこ申しますと『貨幣の

駁量一一購買力が過大になって、物の供給が之に

伴はす¥アンパランスの生じ? こ現象』と申すこ t

が出来ましょう.

さて吾閣は、践を詳の末期から、次第に物慣が騰

貴して、設後所謂インフレ紋態が念: 激に進行し、

一時は彼の第一次大駁後の猫逸のそれのやうに、

恐るべき悪性イシフレ爆褒しそうな情勢にまで立

到りましに。。干し幸にそのインフレも一昨年が頂

上で、昨年頃から、漸〈峠が見え出しTこと去はれ

て居ります。

即ちインフレの原因のーである通貨の護行商は

一昨年は 1，350憶で年初に比し1355杉織でありまし

Tこが‘ 昨年は 1，360 億で、増加容は前年に比じて

滋減しましに。叉生産の指載も一昨年は戦前生産

の3 3 %と見積られてゐましTこが、咋年四月には40

% になれ九、十、十一月に到って5 0 %、更ちに

十二月には6 0 %にまで怯復しましに。縫って、物

債騰貸率一一是は治、費者債格ぢすが一一、昨年は

前年の 1 8 0 %昨年以5 3 %培で、つまり物債は一昨

年は約 3 傍になっ? こが、昨年は年初の 6 割増にな

って騰貸の勢がや〉鈍〈なって来? このであちます

吾園今日のインフレの原因は、財政及び企業の

赤字による遇貨の増設であると云はれて居りま

す。御承知の如〈昨年末の遇貨護行高は 3，500憶

に達し? このであります。此額を百岡本Lで積上げる

と宮士山の105傍 に な れ 横 に 並 べ る と 赤 道 を 13

回も廻ると云ふE 額でありまして、昭和十五年の

霊行高47億、同十七年72億、同二十年の554億 に

比べて如何に念激に膨眠しに かあ、解りになる こと

10 

問 題 に つ い て

伊 藤 俊 雄

ち患います。

しかるに之丈の海山な通貨が流，遇 してゐる筈で

あるのに、先頃から市中ではしきちに金詰ちと云

点、主主が叫ばれてゐます。この現象は先慣までは，

主として徴税の強行と政府支携の遅延が主f こる原

因であっ? こようであります。

昨年度の関税総額は約 3，100億でありましに。

燃るにいろいろの事情から昨年十二月末までに牧

納され? こ額は1，500億に過ぎなかっfこのです。そこ

で残りの 1，600億をぎうしでも年度末までに耳元立

てねばならなかっ? このです。I 1 l Pち四月から十二月

迄の九ヶ月間に徽牧し? こ額よりも多い挽額を五月

末頃迄に是非共取立てねばならなかっ? こので、到

る庭で徴税悲劇が起つTこ誇で・す。そこで7巨額の遁

貨が民間の↑ 褒から政府の手に入りましに。

もう一つの原因は民間に劃する政府の諸支携が

遅延して大慶な金詰りを生じまし? こ。その遅延の

原因も特別調遠藤関係のもの〉ように 、支梯の手

棋のZ煩鎖でゐ〈れ? こものや、遁イ言運続開係部門の

ように、来fご7象算が成立してゐないのに、先物で

註文されてゐたものが汲算の不成立や遅延で、支

挽がお〈れるようになったものが多かつにのです

之等は政府支携の主なる遅悶ですが、さらに茨鋸

関係の納品が復令融資の停止等の原悶で支梯へな

〈なったものが年末に 75億位に及びましに。

E患で至宝に G. H.  Q. の経済顧問ドツチ公使の登

場によって再び吾閣の産業経済は大なる影響を裳

ることになっfこのです。

ドツチ公使は吾閣の財政と経済を精細に検討し

て、所調ドツチラインと去はれる新方策を樹立し

まし? こ。彼の考へ方としては『日本経済に必要な

のはさし雷り再建よりも安定である。J と去ふ点に

あるのです。そして日本の経済は竹馬経済である

その一本の足はアメリカの援助であり、他の一本

の足は政府の補給金である 、此の竹馬の足は高い



程危険であるから速かにこの脚を低〈切捨てねば

ならぬと申しにのであります。

一例を申しますし日本で生産される銑織は庖

嘗1) 11，480固の補給金をう砂 つまり補給の寧は

7 6 %にも淫してゐる。更に特定産業向石炭は一般

需要者債格の約巧の償格で供給されるし、鍛鏡石

及び石炭の聡入債格と梯下債格との較差も間接の

補給金であるし、その上その脂舶にまで運管、舎へ

の縞助金がある始末である。つまり銑鍛の泊滑、費者

{償寅格3払3，60ω0周1: カ

図に富嘗ｾ 1) ， 、1EI にこ約元債の} 泌4で供給してゐる。 7ごか

らにとへばこんな鍛を以て新作しに自縛寧をい〈

ら海外に職出し? こところで、園家としてはちっと

も利害在にならぬ諜であちます。

そこでドツチ公使は吾園経済の癌である園家及

地方財政が健全でなげればインフレは終熔せす¥

インフレ栓をしめるものも政府であり、開りるも

のも政府であると断定しましに。而して赤字公債

の全威、補給金の削減L 特別経済の猫立採算、復

令債夜行禁止等身 キの| 唆殺なる賛行を要求しf この

でありましに。

之に針しては勿論いろいろ議論はあります。金

融の健全や財政の均街は望ましいが、こう押へて

は肝心の生産をと殺しはぜぬか、失業者の組出で紅

合不安が起りはせぬかと云ふ心配も勿論集せ' られ

ます。 Tことへば石茨増産， 4，200高噸や鍛鋼 180高

噸計霊等もさを〈見込なしと悲概するものもあ b ま

すが、同公使はドイツの質例から見てもそう悲視

する要はないと断定してゐます。

さて官官: 述しましに如しインフレは乞うやら峠

を越し? こと云ム見方が多いようですが、然らばデ

フレが目前に迫ってゐるかと云ふ問題であります

デフレーシヨンとはインフレと反針に、通貨縮

少一一購買力低下一一物債下落一一恐慌不景気の

現象であります。

通貨は其後次第に縮少して五月に入って 3，000

億台を警告jつにこともあります。

物僚が之に伴って下るか下らぬか、之は仲々到

断し難いなづかしい問題であります。生産過剰や

取引不活殻の? こめ丸公を割るものも、 1: んfごん出

て来ましに。御承知の木材や、ラヂォ民主主管、電

球等がその- - - f ? JJであります 。

この現象に劃して、物僚はま? ご嘗介下らぬであ

らうと云ム見方もあります肉それは前申した各事

業の濁立採算帝f ] から通信料、運賃等が大幅の値上

げが行はれましにし、叉1言替レ戸トの艶更で車検入

物資、特に主食類が相官侠上げが行はれまし? こ。

之等は皆圏内の諸物債の基本となるもので、その

引上げに伴って一般諸物債は相官上るでゐろうと

云ふのであります。つまり依下電を起因するフアク

ターし依上げを引起すファクタ 1 ーと較べて、古賀

上どなる要因の方が差是かに強いと云ム意見であり

ます。この雨訟のいづれに軍配が上るかは、もう

少し日が経過して見ないと決定せぬのであります

が、現夜までの庭では犬医の自由IJ 、質物債指裁は

昨年の十二月以来毎月少しづ〉上って居りましTこ

が、五月に至って初めて少し下向きましに。

又市中の小資商や百貨庄の寅上高は最近念撤に

減少して来? こことも事変で、之等は大衆の購買力

が近頃の徴税強行や、金融難で著し〈低下して来

? こことを物語るものでありましよう。工場の賃銀

支梯遅延も犬小工場共次第に殖えて、一時賃上げ

闘宰に専念してゐ Tこ努働組合ト最近は賃銀遅滞

の針策や、一歩進んで人員整理の防衛に努力せね

ばならぬような形勢となって参つにのでありま

す。

要するに前申述べTこような事情から、一部には

債格がま? ごま fご上騰する場合もあること、足、ひま

すが、大勢としては通貨縮少政策が採らる〉限り

購買カが一般に低下して、全体的には物慣が下向

〈であらうと云ふのが常識であろうと思ひます。

つまり一般物債は、漸〈インフレ峠の茶屋まで

到着し? こので、さ' うやら主使館の見通しはついた

が、すぐ下り坂になるのか、も少し上り坂が珪つJ

てゐるのか、しばら <2f らな主主があってその後で

下りになるのか、或はその下り坂が念銑な崖で一

歩誤れば命取りとなる程度なのかは、これからの

政治カの強弱と園民の心構えによるのではないか

と思ふのであります。

( 筆者・大阪商工合議所常務理事〉
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居ち一一第一次大数後 1 年一一 1921年から 24年に

かけてのインフレ時代に於てすらクードルングの

建築は進められ、インフレ終了以後本格化してい

つ? このであるが、之は官公民の執心、な協力の結果

であっ? こ。

住宅が不足すると家賃は騰貸するといふのが一

般的な常識であって、之を法規で抑怪しでも家屋

入手のための『僚利金』の授受や曙家賃を阻止す

白木の現紋は之に較べて雲泥の差がある様に思

はれる。試に本年 1 月19 日付新聞琵表の各露政策

1 費表を見るとそ の住宅政策は低調 を極め、共産

黛の如きは『大邸宅、遊休住宅を開放』と云ム様

な貧弱極まる政策しか琵表出来なかっTこ事に封し

て失望しTこ人は少〈ないと思、ふc

る喜容は至難である。殊に駿災都市で復興建築に投

委するよりも利廻りのよい投資針象はい〈らでも

あるので、住宅建築の fこめの資本は民間では集め

る事は至難である。近頃の様に家主から殿し〈税

金を取立てる事になれば猫の事であって、家主は

既に持って居る家でも之を寅放すのに苦心して居

る紋況であるから、都市の復興は嘗然公共事業と

するか或は公共機関からの多大な経済的援助を必

要とする。

? ことへ政策が住宅問固に熱心であったとして色

委本主義社舎で一般的な一一目ち大資本直島の使

用人をそ の資本の利径の震に能率よ 〈働かせる目

的 の 震 の も の を 除 い て ー ト ド ル グ 建 設 の ? こ

めに土地強制牧容法を設りて地主や土地投機の利

袋にならない様な政策をとる事が出来るであろう

か f

こうしに紋勢に際して援も合理的な針策として

欧測で多大の勃果を奉げにジードルングが考へら

れるのであるが、これには纏まつに土地を要する

ので、今の日本には先づ土地強制牧容の出来る様

な法規をつ〈る事が必要である。尤も最近停へら

れる庭によれば中央でふ犬阪府舎でも問題にな

って来て居る様であるから英資現を促進する事が

犬切である。

復興事業が『見本』の程度を出る事が出来ない

のも無理のないところであらう。

此外に閣民自体の京士合共同生活に針する意識の
ドイツでは 1919年にはジード) 1 - ング法が出来て
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不足も 復興維の犬 きな原因として喜界げる事が出来

ょう。

官吏の認の官会、合祉工場のにめの祉宅の類が

建つ事も佐宅供給の上に役立つものであるが、之

等は保護的、他動的なものと云ふべきで、住宅を

普遍的に 、恒久的に提供して ゆ〈機関は自動的な

建築組合でなりればならない。

昨年 1月に新聞に報道されに岐阜買事前の大ハル

ピン街住宅組合は筆者の耳にしに虎では日本で最

初のものらしし引揚者の自力更生の熱意によっ

て組織- され組合の青年遣は自ら伐木其他の勢働に

従事し、) 篠宮局や民間の理解ある向きも之に便宜

を興へて或程度の数果を接げfこ様でゐる。同組合

殺をの紋況は不明であるが、引揚者として必要な

パラック建築でー懸終結し? こもの、如〈であるが

建築組合の前駆として;敬1玄を表すると共に更に進

んで竪貨な組合運動の前途 と、全期的な組合運動

が細身と殺生する事が望ましい。

欧洲で行はれfこ住宅改良事業や、今の日本に必

要な者11市復興事業の如き大事業になると到底政府

丈げの乎で成し途げ得るものでないと考へられる

し、自 治体や組合にしても資金不足な事は明かで

あるから官民協同が必要となって〈る詩である。

ドイツでは1910年迄に政府が勢働保険の準備金

から住宅資金として貸出し? こ額は 1億 5百高図 (

金闇〉に達し之を年 2分 5厘- 4 分 5 厘の利息で

一定期間内に( 借り手の希望のま h に期限を定め

に例がある〉年賦償却させ、市町村や主として組

合を釣象として貸出しTこのである。建築賓の 8 割

はこの貸付金により、他の 2 割を組合員の出賓と

しにのである。組合員の出資に封しでは年4 歩以

上の配嘗が禁せ' られ? こ。

こ』で組合の根本主. 義としては白後自治である

から、大企業の経皆、するもの、例へば大工場附認

の枇宅の如きもの〉様な慈芯的な性質のものでな

いこと は硲然と認識して置かな〈てはならない。

こ、に慈志的性質と去ふのは、官や権力を有する

ものが貧しい:者に恵みを? これてやるといふ様な心

持ちで援助する様な性質を云ふのである。

従って家屋の管理は 1建物プロック毎に 1国 体

を成し、組令の代表者と借家人中から撰ばれ? 二世

話人に任せるのであって、この世話人が集金しfこ

り契約事項を廠行させ? こち、 E主役合識に出席しで

借家人を代表して其権利、利袋を保護したりする

のであり 、又建築技術者を合tr 合識に於ては建築

上の欠陥を指摘し? これ改良案を提出しf こりして

次に建てられるジ ードルングの設計方針に資料を

興へるのである 。

市内の建物には 4 - 5 階の大建物のものもあっ

て設備の完全なこと勿論であれ奮来の貸家建築

に較べて相官大きな空地を とって庭園とし子供¢

遊戯場や、大人用の花型、植込、ペンチ等を設げ

るのが者' 遇である。自治の 1翠伎には託見場を粂

ねて幼稚園を設付 、共同の料理庖 、喫茶室、談話

室、娯楽室、画書室、購質組合、共同バン農場を

設旬 、地下室には洗濯場、乾燥室、各戸用物置場

等を設げる。浴場は共同のものや、各家庭別キ に

附認させるものもある 。

市の外持に近づ< Iこ従って建物の高さを低 〈し

ｾ地や庭園を積〈取る事になって居わ市外には

回図式ジ ードル ングを設げ る事 となる。

こういふ風に衛生的注意が充分に械はれて居 る

ま誌に一般の醤式住宅居住者 との聞に死亡率の可な

りな開きを見せて居る事は注目 さるべきで あっ て

一例を象げてみればフランクフルト市では次の数

字を設表して居る 。

ジ- ｾＮル ｹ グ住宅の死 亡 寧

fi 式 住 宅 の 死 亡 率

ジ戸ド J レング建築工事貨施は組合による直瞥工

事を原則として居るが 、怒済的及建築注文に闘し

て復雑な規定があって反って直倍、が困難な様な場

合には充分試験済みの信額出来る合意土に依託する

場合がある 。

最後に質例を紹介してみよう。

ウヰーンの共同炊事場付家技住宅

( 1 )  設立趣旨 : . 主婦が職業を持って居る場合

には、その職業と同時に家事をｾす事は長期に

豆つては不可能なので霊長政の新方式が要求され

て居る。

本計画祭1] はその解決に針する 1試案である。 (

この建築は共同建築住宅組合 " Hei mhof J I によ

って始められウヰ 戸ン市に依って落成しに。もの

13 



Cent r al  Ki t chen Fl at s f or  Fami l i cs  i n Vi enna 

( クヰ- ; : . - ' の共同炊事場付家族住宅)

である〉

(  2 )  佐宅数:

種類( j I ( l 主)

5  

4  

3  

2  

1  

，計

14 

巴 旦

口口

D  

pl an of room 

Cooki ng Recess 

住宅政 床面積 m2 居住者駁

1  

2  

。

148 
32 

92 25 

248 498人

T h e  " Ni euwe Hui s "  (“.Ke w Hous eη)  i n 

Ams t e r da m 

( アムスアノレダムのこユー J 、クス)

ｗｏ 附 ｩ く ａｲ司 ｅｾＮ

Type  A.. Rent  per 品nnl l mδ00 to 600 Dut ch f10rings 

VJ fJdN  KI1M! 三尺

Type  B.  Rcnt  per Bnnl l m 400 to 525 Dutch florings. 

共同炊事場を有する需* 住宅には専用炊事場を

欠〈。

( 3 )  経 後: 各居住者は建築費補助金として

1000志〈約304訟固) ｾ支梯ひ、経苦号、者＿こる組合の

承認によって住宅を入手し、ウヰーン市から家の

望書j嘗を受ける。 1626_ 27年は深刻な住宅難に直面

してゐる時であっ? こ潟入居者の大部分はジ戸ドル

ングの目的を理解する事なし家さえあればと云



ふ入遣であっ? こので、約百世帯はこの設立目的を

理解する迄の間全体に封して相官重荷となっ? こも

のであるが、数年後に至って、此試みがあらゆる

悪篠件の下に行はれf こに係らす・共同炊事は非常に

正しい事であっ? こ事が詮明きれf こ。

( 4  )  炊 事 場 : 共同炊事場では中食と晩食と

が居住者の1誌に用fまされて居るが、これはその利

用を強制されるのではなしその額要査を徴牧され

るのでもな〈、濁立しf こものであって、他のもの

と競害すべき立場に暑かれて居るので特に安償に

食事ｾ提供する事が其賀行を高める事になるので

ある。 共同炊事による利主主としては

共同炊事による九量購入は個人によるよりも 20

% 安し共同炊事の事費用は1 7 %であるから個人各

キの愛用を除いTこ材料丈 η でも安〈、個人の場合

の主婦の努働時聞を計算しない迄も燃料、食品貨

物袋、前倒げ、食器洗濯用具等を計算に入れて非

常な節約 k なるのである。調味や献立や不潔にな

り勝ち等の心配は係り員の 11人H の問闘で其按擦

が営を得るならば家庭以上の成績が象る。

( 5 )  雑 役 : 共同家政の第 2 の仕事は雑役で

雑役婦を置いて議間作業とし、 1 人の受持は 1室

住宅は10戸分、 2 室住宅は 8 戸分で、共穣ぎの留

守中に掃除等の雑役をするのである。之も使用す

るしないは随意で、失業中は不用となるわりであ

る。

×  
×  ×  

ｾＲ 次大戦後の都市ジードルングの新傾向とし

て著しいのは . Jレ・コルピユジエ設計の " y Jレセイ

ユの高月号大建築式である。彼の多年の経験であ る

高居疎散式都市の理想、の一つの現はれであって最

薪の大試作であれ 1949年末に竣工の殻定で現に

建築中と外紙に報導されてゐる。

1 階はエレペータ ー廻りを除いては全然室を取

らないでそこには只儀丈なピ 戸アが林立して居 る

のみで 2 階から室が始まり 17階となって居る。

3'000を 1棟の大建築に納めにもので、単位住宅の

新機軸が聞かれてゐる。1 ] 草枕住宅は 2 階建とな

って居聞は 2 階吹抜きとなり台所を含み、他の階

は疲室関係、となって居る。従って建物を貫通する

廊下は 3 階毎に 1本あるのみで足トざ' の住居に

も太陽が差込u ' 宮古屋を取り得る様にこの 2 階建住

宅が巧に抱合せられて居る。

建物の中層を通じて 2 列の商庖がゐり、中程に

冷ふてエレベーターの垂直柱がある。叉炊事、映

議、手器、事術の如きに針するクラブ室もその遜

に設げられ 、商庖麿の中央には野菜、飲食用の牟

炊品供給部があって主婦の仕事を軽減する椋考慮

きれてゐる。

来客のおのホテ J l - や洗濯場が設けられて必要以

上の室の設けて居ない各佐宅の備へを1 . i T して居

る。 最高階には小病院があり屋上庭園には育児

所、日光浴室、遊戯場、テレース、 250米の競技

場等が設けられて居る。

斯 〈して各家庭には常に温湯や昼策調節が個キ

の家に於け るよりも安〈供給せられる。

住居には25種の型があり 1 - 6 室 と な っ て 居

る。さをこと容をは330，000英跨張とある。

此制問的な試みは 2 - 3 年後にその成績が設表

されること〉なるであらう。

元日本イ : /dl ーナショナノレ築建合中夫委員

東 洋 建 築 株 式 曾 枇

( 奮東洋木材株式含社土建部)

代 表 取 締 役 赤 松 修
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留 置 醐 回 融 欄 錨 限 強 四 四 組 図 鑑 燃 醐 磁 福 島 田 幅 四 幅

臨 本 の お 蓋 所

思 田 和 子

E E園 田 酬 額 駁 抱 強 醐 棚 磁 醐 附 噛 虫 歯 麺 輔 輔 副 醐 国 語 圃

お台所改警? これは三十年前にあちこちに婦

人命といふものが出来てき? 二時に、最初にとりあ

げられにお題目でしに内新憲法賓施によって女性

の世界がさをく襲って輝かしいものになっ? こ今日、

今夏三十年前のお題目を持ち出さすともと思五、人

があるかも知れませんが、日本の文化でー若手お〈

れてゐるのはお台所であります。電股〈大者11舎で

は水漬も〉をとり去っf こら千年前の姿といっても

差支ないでせう。主婦は終日台所の奴隷となり、

そして培{ て不潔で非科率的なぞのお台所は、家

伎の人キの気持と生活に大きな影響を及ぼしてを

るのであ h ます。日本の大衆の文化の向上は毎日

の家庭生活の中心であるところの台所の科率化か

らはじまると私は信じて居ります。

日本では火叩きやパケツりレーの訓練で大騒ぎ

をやってゐる時に、米闘停二個の原子爆弾で大東

亙殿宰を片づけましに。彼我の台所科事の差も大

休之に近い献態にある様です。薪時代、石炭時代

石油時代、五斯時代、電祭時代、電波時代 k 進ん

で来てゐますが、日本の大部分の家庭は千年昔よ

b の薬寄生活です。米閣の台所は全〈電化され、大

ホテルの調理室では電採摂置で、? こっfこ五秒間位

の時間で撒千人分の料理をやってゐる所もあると

いふ、是が一般家庭で、安依に筒寧に挟置が出来

る様になるのも極めて近い将来fごらうといはれて

ゐます。それのみではありません、兵器として恐

るべき偉カを珪揮した原子力を平和的事業殊に大

衆の日常生活に於て電気に代って、もっと簡単に

16 

利用される桜に色 4 研究されてゐるさうです。米

閣の家庭台所は数年後には大型壁化を来す事でせう

綾近の米図の台所は出来る? ごけ面積を狭〈して

立つTこ健併の上部をと捻って手を動かす丈で炊事一

切の仕事が短時間に気し得る占禁なのがさ鰐にお: 迎

されて居る様です。煮炊きは勿論電熱、食糧の冷

房挟置、保温撰置、食器洗も電化です。そして台

所を一室別に仕切らす・に、食堂のー隈に白色ゲ〈

めの美しい清潔な台所摂置があって、能率的に織

快に台所仕事が出来るやうです。私共日本の現欣

では、科署Eと経済の偉べなカを持った米閣の台所

文化水準に迫ひっ〈事は雛しいですが、主婦の心

がげによって相官な改善が出来ませトこれから

住宅が f しぜし建てられてゆ〈のを幸ひ主帰還の

注意と努力によって先づ台所が明るし能率的に

科書喜的に土産られるやうになってほしいものです。

私は二十年前、米国の家庭の台所で自動的に煮炊

きが出来る器兵を見Tこ事がありましTこ。それは幅

一尺王寸正方形、高きご尺五寸fなの金罵製の箱で

その中に煮物の鍋を四個入れる、上に電祭仕倒の

時計: が装置されてある、鍋の中の肉は三十分で煮

えあがる、正午に煮えあげTこいと思ふなら時計の

針を十一時牟のところに指して置し普通の針が

カチカチと時を亥lJ んでいって十一時三} このところに

なると電熱がわこり出し正午に止りそして煮物が

ちゃんと出来上るといふ詩です。何はさ' れt: (1 の

熟度で幾分間熱すれば最も遁嘗に煮えるといふ智

識がなげれば斯様な器具の使用は出来ません。

日本の台所- の改善を経済的にあまり無理のない

程度で行はうとする時、 5 うしfこらよいか、私は

まづ次の諸点から着手しfこい。( ー〉探風をよ〈

する事、 C二〉電熱又は瓦斯を使用する率、( 三〉

水道が政けない場合は電気吸上装置叉は入力でタ

ンクに〈み上げ、台所に水道装置の如〈ひ〈事、

( 四) r流し」の需1さ、深さ、幅は仕事の能率と

疲勢に大きな影響をも? こらすものです。日本の台

所ならば高さは鯨尺のご尺四寸五分、深さ七寸五

分が最も誼官、幅と奥行は家伎の人数によって異

なります。( 五〉不必要な食器と標基の整理、

( 六〉農家以外の台所は下駄穿きを慶して台所床

の筒さと食事部屋の床の高さを同じにすること。

く鋒者・朝日新聞批客員・家庭科耳鼻舎合長)



漣舎建築展蹄感 Ｂｖｾ ｾｾ＠

近畿地ｭＺの工等中建築科のある紳戸、者 ｉ ｾ 島 、 揖

荷、京都、大専の五校の皐生が夜起して蓮合建築

展覧合を去る六月十一日から廿一日まで天王寺の

大限市立美術館で開催し、沈滞しfこ最近の建築界

に大きな刺戟を輿へ? こ。

審査員は法形文化研究所長 、ヱ博伊藤正文 、神

戸工大数授瀧湾民弓、毎日新聞社建築顧問中尾

イ果、竹中工務庖設計部長石川純一郎 、 揖南工大

教授上野伊三郎、都島工専大限市大教授鬼武信

夫、大医市建築局長井上新二、大専教授工博伊

藤恒治、京大助数授工博問山卯三の諸氏で、十

三日審査後伊藤、石川、中尾、上野、鬼武、前爆

の路氏の他彫刻家日本創誕曾の池田遊子氏をカ日八

墜生遼と座談合を闘いTこ、こ〉に審査員諸氏の意

見の大要を掲載すること〉しに。

• 中 尾 保

著書生が自渡的にこの様な催しを企てるに至つ? こ

ことは誠に嬉しいことである。そこに大きな意義

があるので此度の出来、不出来は第二義的である

と思五、。今後も各校が連合して斯遣の研究に勘準

して ほしいものに。

扱てーキ批評すると去ひ度いことは渇山あるが

こ〉に集られに審査員の諸先生方は何れも斯界の

大家で夫# 御意見がある筈てから、自分は fこY 一

言? ごり申上げて置く。

展賢官? を大悶して感す・ることはテ ーマは新 しい

のは結構亡が、余り常識的で賓際的で遠慮 し過ぎ

ている。殿地も場所も工安も何等の制限はないの

であるから、畢生の作品 として は「これでもか こ

れでもか」といっTこ素晴らしい夢を笛〈べきで

ある。そして祉舎に呼びかt 1 る気慨を見せてもら

いTこい。しか し製圃はなかなか逮者で諸君の努力

には敬意を表するが、? こぎパ F スベクテイプは茜

忙しくまっ' ぃ。紳戸工事その他二、三: r Li辰のがあ

っTこが概 してよくない。これは素 人に見せるテク

ェツクであり極めて重要なものであるから今後大

いに研究E つ練習してほしい。街ついでに去って

置き度いのはプールや トラックを設げる場合、こ

れこそ賓際をもっと研究してほしい。

詳細に亙つては種キ諸先生方の御意見を拝聴す

る事としゃう。先づ石川先生から御願ひしませう

• 右 JII 純 一 郎

謬生の白夜的な企剰に よって、か冶る展覧舎が

公開され? こ: 官、味は大きい υ 今後も定期的に開催 き

れ . 逐次内容も充賞されていって 、封京士合的に大

きな成果を参げ得る日を期待する。

全体的に見て 、第一回の企割としては相官成功

しTこと恩ム。室tr ら〈は、ぜうせ公開するのなら

ば、もう少しカを 入れて 、世間に呼びかげ建築拳

生ばかりでない一般観費者を多駁惹きつけ fこか

っfこと恩ム。

各事校草f立に共同製作の機舎を持てにことは関

係畢生諸君・には非常によい経験で、 E つ勉強にな

っ? ここ とh 思ふ 。仁三製作時閣が短か〉つ?こ点で
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色、叉著書科の余暇にやっfこといふ点でも非常に窮

窟であっ? ことは恩ふが、もう少し一製作に劃する

各人の連絡を絡にして全体の不統一や個々の撞着

を除いて欲しかっ? こ。しかしさを体として各校とも

あれ? どけよ〈まとめられにと感心し、その研究と

努力とを買はねばならない。

これも前記の事情による事とは恩ふが非常に幼

稚なミスが多い。出入口のない室があっfこち、非

常に幅の魔い階段の踊場の幅がこれは叉極めて狭

かったれ柱の記入を忘れて、その上階は空中に

浮いてゐ 7こり、母げればきりがないが、こんなミ

スは同情的に見れば何でもない炉、燃しこんなの

があると全体の作品の無品を害すること甚しい。

卒面構成は更に再考を願ひ? こいもの、文部分が

自につい殊に使用上の充分な遁感性の点、上下

階との闘連性の点、設備用諸施設に闘する点この

認識の欠除、研究の不充分を注意しにい。叉特殊

な曲線で外壁や内墜を待つであるのがあるが、 E互

に興味だけでやってゐるとしか見えす・、2 f - ' 面構成

として極めて無理なわぎとらしさを曝露してゐる

ものが多い。

卒菌は機能的にも感受的にも一休的になってゐ

て遊離しに部分や、全休を無間するやうな部分の

あるのは困る。

外翻ー姿園の取扱は比較的素直に正直に内容を

表現してゐる色のが多かつにやうに思ふが、中に

は全〈内容を無視して単に外限1-: げの興味に捕は

れてゐるように感ぜられるものがゐる。断面には

かなり理解の不充分きを思はせる点が多# あり、

オーデイトリアム業他特殊なものには殊に甚? ゴし

いものがある。

ifj 

8  

18 

兎に角卒面. 姿圏、断面は三位一体の必要がめ

ち、三者の平野援な連繋と調和とが作品の優劣を決

める根本的な点なることを思はねばいけない。

構迭では現賓の面から見ると甚し〈無理な経理耳

的にも不合理なものがあり、現賓を離れて見ても

感覚の上から不自然な不快な点が自につ〈ものが

少なからす、あっ? こ。現質的な立場から設計するな

らそのように. 叉超現賓的に夢を描かうといふの

なら又そのように、何れにしても、吾キを納得せ

しめるものがなければならない。

透頑固については、験時中の畢生のものだけ知

ってゐて験後の皐生の製作を殆んさ' 見てゐない私

としてはかなり感心させられに。非常な進歩1-: と

恩ム。い〉作品も少なからす・ある。しかし建物と

点景とが遊離し? これさや地面はかなち大脂にや

ってゐるのに建物はちZ かに萎縮して了ってゐ七り

さを体としてまとまらない志のがかなりある。紙も

給具も惑いから無理も去八まいが色彩の選揮や琵

色の技巧等更に研究を望みにい。

極めて現賓的な立場に立って、その作品が直ち

に今日施工し得るやうなものを作ることも勿論結

構なことであり、建築事生諾君の勉皐研究の封象

はそういふものでもあり、叉ぞれが賓枇合に出て

非常に役立つこと 1-: とも云へるが、又一方青年ら

し〈現j伏に滅ー足せ十一つの理想を持ち夢を描( こ

とも築て難い魅力ではないかと思ふ。又そういふ

夢も柄上のｾ実に終ら今、現賓の世界に殊に明日

の建築に寄興する場合も亦少〈ないと思ふ。その

すごめにはその夢が如何に現賓を超越し、天馬2さを

行〈がま口〈奔放極まるものであらうとも、そこに

将来に於ける賓現の可能を我キに納得せしめ、技
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備の飛躍的成長の議想の下に充分の合理性を感せ'

られるものであるべき? ごと思ふ。

こういム点から今回の作品がかなり現質的であ

るやうに見えながら その中に現責無親のしかし

甚し〈貧しい夢を部分的に含んでゐて、中途字端

な感じを奥へるのは捜念でいづれかに徹するこ

と、殊に大いなる美しい夢を描い? こ作品も欲しか

っ? こと思ふ。これは公開の展覧唱舎にから概究者に

あて込むといふわけでなし優れに建築家の持つ

べき一つの要素としての想像カを充分に煉磨し瀦

養することになるのではあるまいかと恩ふ。

- 伊 藤 正 文

O 大阪美術館で、開商四高専建築製作展が開

かれfこのに招かれて見る樫合を得? こが、そのあと

で、私主主友人と、事生諸君とを交へ? 二度談合が催

され? こ席上、中尾、石川南氏に次いで指名され

て、感想を述べTこのt: が、その話の大要を記憶を

辿って綴ること、しよう。

0 大阪美術館の二階字分を占める壁面に. 展開

され? こ園面の量は、相官に多〈、誠に見事な合場

風景である。しかし、短時間に、あれだげの園面

を細部まで眼を遁『ことはさを〈不可能なことで、

ザツト 2 回廻る t: けで、相嘗の時聞を要し、さを〈

疲れてしまっ? こ。開舎の日 t: つ? こ震か、宣俸が充

分でない? こめか、外からの概費者は殆ん 5 見えな

いのは、物足りない感を深〈させる。

0  座談合の席上、すでに中尾氏左右川氏は合

場を遜! 費して事生諸氏の製作としての夢の足ちな

さを、異伺問昔に指摘されfこが、私とても同じ感

じをうけに。私としては. ぞれをもう一つフエシ

して見? こかつに。といふのは. すべてがよ〈まと

まれ如何にも変施技術に近づくことをのみ特に

考えてゐるかのように見えるのはよいとして、そ

の代りに設築の設計圃としてよりも、建築工事設

計園としての提案であるかの感じをうりLT> ら ?

ある。ぞれと、エレベーシヨンや、パースベクテ

イプも園面の毅果を苔慮してゐる割合に、 1920年

代のヨーロツパの新建築の感覚を、現そうとした

のみのもの、ょ 5 に恩はれるからであっ? こ。あれ

は、 1920- 193Oのヨ戸ロツパの建築家、メンデル

メーンやグロピウスなさ' の人キの夢であって、す

でに現賓の妥として様式化されにものである。ぞ

れは今の建築の世界的な委として、あまちに嘗然

なものであち、又ヨ F ロツパやアメリヵの夫# の

地方による多少の相具を示し? こ既成の形式なので

ある。? ごからいひ換えると、この展覧合出品作と

しては、 日本の風土性といふか、 地 域 的 特 性

(local i めといふか、そういう特質が種になって

吸い? こ夢がない。若い人々の作としては、宮然、

もっと夢がなげればとは、すでに他の方からの批

評もあっ? こが、私に云はせると、その夢の種が、

事生諸氏に乏しいのではないのかといひ度いとこ

ろなのである。もっと夢みる t: けの材料が吸牧さ

れてよい筈なの? ごと恩ふる制作の Reol i sti c といふ

こと、、思考や情操の貧困といふこと、は別のこ

とではないのか。キヨーに、欧米のものを Copy

するとか. Mo必f y することに、 Desi gnのうまさ

を求めてゐるかのように見えてゐるが、そうでは

ないのかしら。或は「美しい」とか「うまい」と

かいふ感じ方を、肱米の新建築の表面な形態から

感覚するでけで、それを自分の持ち味であるかの

ように、或は、他人も共感するものと錯売するこ

とがないてろうか。一ーといふことを、ひそかに

最高の水準を行く

舞静松 谷 の 製 品

洋家具、室内装備、設計施工

室 主 松 谷 製 作 所

紳戸市葺合区若茶遜六丁目二九O
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感じて、敢てこんなことをいうわげなのである。

0  欧米の建築駿育と、白木の建築教育との遼

ひといふか、否むしろ、日本のそれに欠けてゐる

大きな4条件なのではあるまいか。このことは席上

では去はなかったが、一例をとると、教室で設計

の問題が出されると、事生皇室は? こいがい圃書室に

入り込んで、所謂、 「トラの傘」をあきる。上手

な連中は、あちこちから、所謂「やま」とか「み

そ」とかいふ自につき易〈面白い構成らしいとこ

ろを、( 貨は偶然にそうなってゐるところでも〉

ょせ集めて、ヱレペーシヨシのスケツチを作ち上

げる。フアーレンカンプと、メンデルゾーンとノ

イトラのデテイルが同居したりする。それを理念

とか、構成とかいふ言葉で、如何にも自分の創案

したデザインであるかのように主聾する。といっ

? こ、いかものを平気でやってゐることはないのか

しら。此展覧合出品が必す・しもそう 1: とは いえな

いが、そういう臭味のあるのもないとはいえな

い。まづ〈とも、トラなしで平常蓄えてゐるデー

タから、作詩f の顕によって抽象されて出来? こ創作

坐 式 よ り 椅 子 式 に

「日本人も坐式を宇 aうれば、欧米人と同稼或はより以

上の体格を作 P 得る」主、菜博士は断定されてゐる。

貧際. 坐式は血液の循環を慈〈し、身体の護育を箸し

〈答し、起坐動作の景品に生活能撃を低下しS J ，ぃ。放に早

晩精子式を家庭内に大いに採用ナる事を惟焚する。

此の耳停は最近絵歩的な人h から開〈言葉だが、叉、反

面白本古来の因習にと b はれた人主主は、 「どうも盤の上

でないと落付かない。」と云ふ司王を耳にする。

一一夢ーーには好感子持てるし、何か概る者に迫

るものである筈1: と思ム。

O  こういうデータ一一基礎的なーーこそ、構

遣事や材料や. 大き〈風土性、或は、更に慣〈生

活環境、文化的な表象の中から吸牧されてゐなけ

ればならないのゼが。… . ..・ H ・. . それに乏しいきら

いがあるといふのである。

O 速 い 将 来 に も 、 到 底 見 込 の な い よ う な 夢

し現在の料率や知性からいって、必するも不可能

ではない夢とは、自ら区別されるであろうが、ぞ

れには、先lこいつγ デーグ戸の集積が土台になっ

て剣別が出来て〈ると思ム。映療の甑照も、給禽

も. 彫塑色、日々の生活体験も、すべて製作のデ

ーグーになると思ふ。特に日本の特殊な風土や習

慣、人々の生活販といっ fこものについて、もっと

日本的なしかも科率性のある夢が建築にあらはれ

てよいと息ふ。

0  このような話をしにつもりなの亡が、原稿

もないし速記もないので、意味? ごりをこ、に書き

綴るに過ぎない点、諒恕して裁き度い。

何れが是か非かは食事者の持鈴に倹っとととして、日

本人の今後の体育費! ! i : の震にも 、精子式に逐次使えてゆ

〈宇うにしたい。併し閣には古〈からの償習もあ P 、綾

世話的に生活様式を使えるととも鯵しいとと故、今後建築

される住宅も、 i皇h 鍋筋= 査にて洋風になってゆ〈だらう

と思はれるので卒板間と盤敷と二つを備えた和洋折衰を

際音十され、建ててゆ〈様にしたいものである。

上述の官を芸評として終らせず、病手軽への理想 I として徐

々に策現へと、遜主主したいものである。

防 火 建 築 規 則 指 定 資 材

巾 2 x 長 6 尺 厚 8 分 - 2 寸 3 尺 角 厚 3 分 - o 分

内 外 壁 、 屋 根 板 、 外 採 用 天 弁 屋内壁! i l ( 化粧板)

旭 化 工 板 製
3Jt旦tニ

株 式 曾 す止

管署長所 大 阪 市 北 区 小 深 町 一 工 場 尼崎市下事支部A 知々前

管官香繭島一一 O 五 番 電 信 尼 崎 三O 八二番

'2 0  



銅 筋 共 同 住 宅 の 解 説 と

借家人選揮方法をめぐって

- 解 説
逆 瀬 淑

終選主後都市不燃化の問題が喧惇されている 。にも

か〉わらす、生産施設の崩壊は復興建設用安材の

裏付を困難ならしめ、吾キの理想を賓現するに非

篤・な困難を感じていf このであるが 、遅キ fこちとは

言え、その後の生産施設の復興と、聯合軍嘗局の

理解ある協力の結呆. 昭和22年度において、東京

都高輪rg合町に始めて、銅筋コンクリート謹共同

住宅( 二概〉が建設せられるに至つに。これにつ

いては建築雑誌第63輯 第742波及ぴ744誠に工事概

要と批判カ: 記きれているが、今回府 営住宅 として

建設し? こものは、 23年度分として府におl嘗てられ

?二 14棟の中の6棟 ( 144戸〉であって、その2 f ' 面形

式並に構造様式、等は高輪に建設せられにものと略

キ同様である。

最近 ＱＰ 年来手掛げなかっ＿こ工事丈げに、斯ｾの

注目を惹いたのであるが. 恒久的な共同住宅とし

てはお粗末乍ら. 現在の諸1 1 7 ¥勢を考える と、先づ

相官に高いl居住性が奥えられるものと怠われる。

外部よりの延焼防止は勿論、各戸共完全に猫立

していること、現在の紋勢から出来る限りの大き

を取り南北南面は直接開いて日照温風共先〈ブ完全

なこと、極力設備の充賓を計り、家事作業の能率

化につとめていること、版構造を取づて 、無駄な

スペースを少〈していること等、一般計笠の上に

於てはー感無難なものであると言えようが、施工

上から見ると、版構造は未経験なにめに設計上の

配筋に無理な点が多〈、加え設計通りの鋼筋が支

給されなかっTこ〉めに、太物を用ひ? こりして、コ

ンクリート作業に非常に困難を感じ? こ。殊にセメ

ントの強度が低下している? こめ、所要強度を得る

? こめの調合に苦しみ、配筋と相侠って、版構遣に

は特に禁物の所謂H マメイク" を防止出来Tよかっ

? こ事は遺憾であっ? こ。

官初未経験な者が多〈て、官ｾｩＡ容が非常に悪かっ

fこが、逐衣慣れるに従って、工事がスムースに蓮

; . ; やうになって来? こが、従来の鋼筋コンクリート

迭に比して、歩掛りは多かっTこやうに息われる。

現在、筆ケ崎住宅は仕上工事中であり、夕陽ケ

丘住宅は、主休工事中で完成の域に達していない

ので、本誌には題つ Tこものを載せられなかっ fこの

が遺憾であるが、いづれ資料をまとめて、諸賢の

斜l批到を仰ぎ? こいと思っている。

街、版構造によるものは初めての試みであり、

設計と施工の雨面から構造と満足のい〈ものが得

られない点に於て、将来研究の余地が十分にある

ものと炉、う。

限られ? こ資金ト極力節約し? こ資材によって、

これ丈のものが出来るやうになっf こという事は誠

に喜ばしい事であり、我# の理惣を笈ー現せしめる

明るい陽 5 しも見えて来7このである。

( 筆者・ 大阪府住宅係技師)

。選揮方法をめぐって
池 永 治 雄

鍛筋佐宅と大阪一一銭筋の共同 イ主宅と 言へば余

りよい顔をしない。と云ふのは大阪市が最初に耳元

上げにのは昭和三年から十数伴か、つに南・北日

東町、下寺、今宮等の不良住宅改良事業 としての

スラム街での事業? ごっ? こからであり、東京都に於

げる同 潤舎アパ戸トとは相官趣を異にしてゐ f こ。

従って住宅不足設和の? こめには、質よりも量をと

叫ばれてゐる折柄、大阪でも比較的よい住宅の多

かつに地直八 、戦後初めての鍛筋住宅が建つので

から反響も大きかっ? こ。都市の不燃イじ、事たは生活

改善の面から見ても、官然斯〈あらねばならない

この佐宅が、文化設備の完備を表看板に浮き上つ

? 二次第七。住宅は居住者の住まひ方により 、ぞの

成果が異って〈る 殊に 共同住宅の場合はー唐の

ことである。然し公慎・住宅は公開抽銃である。そ

して上症の汚名を濯がねばならない。

大阪市では、この目的に副ふ fこめ、且今後に於

ても時勢に合つfこ入居者選考方針を とり、住宅謹

鋭、の民主化、合理化に資する γ め『市設住宅入居

者選考委員曾」を設け Tこ。市食議員、事識経験者

住宅居住者に吏員若干名を以て鰐成きれてゐる。
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その第一回が今回の銭筋共同住宅の入居者資格選

考となっ? こ次第である。即ち

この住宅は経済的にも構法的にも従来と異って

ゐるから

1 . 大限市民であるか或は大医市内に勤務先を有

し経済再建に直接寄興する方

2. 夫婦親子関係を中心としTこ二人以上の家伎で

健全な家庭生活を後tr 方

3. 家賃、光熱愛その他の諸経費を支梯ムゼげの

賓牧入あり且文化的共同生活を位、み得る方

以上の方で現に住居に困窮し、公営住宅の管理

組僚に協力出来る世帯キ. に限る。

至宝に問聞となるのは直提経済再建に寄興する業

務を特定の職業に限ることの可否であるが、この

点については比較的援〈解轄する事として業種を

限らなかっ七。次に健全な家庭生活であるが、夫

婦を中心としTこ家伎を原則として居ト人員につ

いて限度を設りることも論議され? こが、長年月の

ことを考へれば、これも無意義であるとし、人員

の制限を設りなかっTこ。更に『文化』の解揮であ

るが、相官程度の教養があれ新生活様式をも貧

践し得る人としてゐる。要はこの種住宅の運後に

協力出来得る資力ある住宅困窮者と云ふことにな

る。申込者の賓情を見ても、この点について相官

協力をい仁 Y げにものと思ってゐる。

( 筆者・大阪市住宅際長〉

ド建築c @) 金物

?1Q. J 館ドアイじが

御 t来月を 御 奨 め 致 し ま す

( 全国金物庖ニア. ! J )

浅野金物株式曾赤土

大 阪 ・ 東 京

岡谷銅機株式曾社

大阪 ・名古屋・東京

/ 、代

国? :
支 官 大 同 鍔 糠 式 曾 社
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相 互 斡 旋

。土地家屋譲 l) tこし

1. 大医市内堺筋長堀橋南〈元高島屋前〉電車道

約 150坪

2. 大限市西直江戸堀南通五丁目十番地ノー

角 地f可に菌す、約 232坪

3. 大 限 市 大 正 直 三 軒 家 町 十 一 土 地715坪

建 坪 217坪、工場及住宅各三棟、事務所及倉

庫各一棟、寄宿舎二棟、組建方野地仕舞迄

4. 京都市左京直梓ケ崎商町一四番地 前商工

跡突官り隣裏、公園7象定地で目下施設中

敷 地52坪、平家建15坪、三室台所、風目、

弁戸、水道設備、昭和十七年建築入念仕上。

5. 京都市松ケ崎内海町本遇、宅地 128坪、 目下

畑、六墨の小屋あり、手入すれば居住可能。

6. 京都市電嶋原口西北約一丁、要定地約 100坪、

延建坪約45坪、外ー椋二階建、和洋大小十室

7. 神戸市生田区花隈町161 ノ1 モダン茶苑、

木 遣 五 葺 外 部 モ ル グ ル 塗 、 中 二 階 建 庖 儲 附

延 31坪、穀地 48坪

O 就 職 希 望

新卒業生、経験者等履屋聖書預りあち、御希望の

方は御申越願います。

。 求 婚

1. 女子、初婚二十四才。再婚死別三十三才子供

なし、共に身体健全、容奈普通以上、身元確

賞者あり。特に斡旋願い? こし。

2. 建築家の婿を求 tr

京都市内在位、父は惇統の建築施工業者にて

現在営業中、身元確資。

本人は昭和二年生れにて京都府高女出身‘

目下家事従事中、家伎は南親と三名暮し。

以 上 御 蓮 絡 は 本 合 事 務 局 長 へ 御 申 越 の 事

画 書 譲 り た し

建築関係国書各種取混ぜ42冊分譲し? こし。

皐曾論文集譲受けたし

首題お手持ちの方で御不用の向あらばお譲 b願

い? こし。

以 上 代 償 等 詳 細 は 事 務 局 長 宛 連 絡 さ れTこい。

但し先着順とする。

本繍を充分御利用原います。

話 土 図 法 人 日 本 建 築 協 合



大手口 茶 室 の 行 方

上 田 光 雄

大和の三名席と云はれfこもの〉中二つは外へ持

去られ今は一つしか残ってゐない。この蔑されに

一つは奈良博物館の構内にある織音s八窓庵で、あ

とのこつは輿幅寺の慈眼院にあっTこ停車口好六窓庵

と東大寺四霊訪にあっfこオキロクと稿し? こ茶室で

あっ? こ。その中前者は今東京関立博物館構内にあ

る。大和の名席はさ' ちも博物館に牧まるべ〈運命

づけられに犠に思える。

金森宗和造立と L、う六窓、庵は三帖台月草庵式で

明治八年官時の上野の帝室博物館長町田久成氏が

誼首な茶室を求めてこの方面に詳しい京都の姥川

翁に依頼し? こが、その際先ペゴ第一候補に母つf こ利

久好の山崎妙喜庵の待庵が荒れはでるま〉にまか

され、今でこそ閣安であるが官時はワラ等ーばい

入って農家の納屋化してゐ f こm中止となって、待

庵の代りに六窓庵t : 迭られる事になり上野に納ま

つ? このがそれであるとき〈。官時の所有者は奈良

の人盤工霞階在晴氏でこの茶室も可成荒廃してゐ

? このを修理を加えて住んで居? こらしいが、譲り受

ｾｮ こ博物館側が之を解休して船に積んで東京に詮

る途中、何でも伊豆岬あ? こりとか紀州沖とかで舶

が難破し f・1話材料が散逸し? このを拾い集めてそれ

を構内に建てにのてと去はれる。ざ' の程度』こ散逸

しt: のか今は知るべ〈もないが舶が難破し? このは

事責らしい現在の六窓庵もひざ. < 修補部分が多

い。三帖の寄附や下腹雲際、中潜等はともか〈と

して、次の間のご帖は大熊博士の古圏にも出てb

h 堀口博士によると〈茶道全集巻三〉、 「この

ご昼は奈良にあっT二時代から現在と同じ〈附いて

居? こものである。そして奈良にあっ七時代は其後

lニ長四昼、櫨のある七昼卒、六昼、土問、湯殿、

料理間等も附いていに建築で明治八年にはぜれ1:

11 を移築しようとしにか不明であるが、茶室f ゴげ

を移すにしても此の勝手後の二塁は一つの建築と

し形をなしてゐるものであるから嘗然これは共に

運ばれf こものでなりればならない。この室の材料

ち茶室の主要都と同じ< 7Kに流失し7こであらう。J

と述べてゐられ、十四年の古筆了仲の修理の際は

この音s< S 子の原材料はなかっfこものと考えられる。

前出の大熊博士所蔵の寛永比の古置く事合パン

フレツト、数寄屋建築所載〉の宗和好六窓庵が背

の形を示すものとしてこれと比較して見るし大

きな達、ひは床が幅一聞の而も袋床となってゐるの

が、後で四尺二寸の普通の床に直されてゐること

次の間が丸昼二帖の置きであっ? このが、稿短い五

尺王寸ばかりの昼二秒に改められてゐて、 4廷で震

きが遣ってゐること、 z ジリロのとなりの下地窓

が柱際であっ仁らしいこと、風趨先窓は普は下地

窓であっ? こがこれが蓮子窓に直されてゐること、

その他次の間の丸慾の位置及び大きさやその下の

板昼、床裏の様子等についても少しづ〉の差は認

められる。

。 。

。

六 窓 庵

1 . 三帖台目 2 ニ 帖 3. ト コ

次に四聖功のオキ ロク に就ては、幼の由来によ

って珠光好t: と惇えられ従て室町のものと云う事

になるが、之の創建年代は詳かでない。東京麻布

内田山の井上元侯爵邸八移されTこのがそれであり

四帖台目数奇屋式で、茶室の2 f 面は土聞を除けば

大路奈良八窓庖のプランに似てゐる。屋根は柿葺

入母屋遣で正面庇下の外部入口は蹴口の代りに片

引釣戸の舞良戸の潜り口で 入つに土聞は宗和好

の庭玉軒に於ける様な構成である。刀掛けはその

土聞に取句入れられてゐる。正面右の八角の大下
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地窓、内部給仕口角の大きな竹柱等極めて目立つ

ものであろう。壁は移築前は張度であっ fことき

い明治初斧迄は正倉院の構内にあって勅伎が正

倉院に来られに折はこの席で供茶されにと去れ

これが井上t住外侯によって東京に移され? こもので

この茶室程維新時代の元動や名士を迎へ入れて

利用されTこものはないとの事である。この席も八

つの窓があるので矢張り八窓庵の名がある。先程

のオキロクの名は際l技留の磁育の意で天2 f - 年聞大

併建立際、壁面の塗料として鏑物先奇妙、宥を献納し

その使用残余が東大寺に保存してゐつにものを茶

室の震ーに塗つ? こからその茶室がオキロクと稽さ

れ、叉ウキロクとなまって来? このにと中村雅民翁

の談として八窓庵記事( 奈良の分〉に記載がある。

C ご〉

ぞE

2  

井 上 邸 八 窓 庵

1 . 四帖台目 2. 三 帖 3. 物 入 4. W. 5. ?l ナ

このごつの茶室が既に東京に移り、競る一席即

w，窓庵も元大衆院門跡の庭園内〈現奈良ホテル

あfこり〉にあっf こものが明治十年ころ浪慈の入佐

々木莱によって他の地に移され様としにのを、相

趨ぐ名席の移建を惜しみ奈良の入籍尾信一氏が之

を手に入れて保存策を講じTこが、運悪〈同氏死去

の潟、その後その志を同じうする回村宗完氏外の

J ピキによって故人の意をついで安全に同地に保存

すベ〈明治二十三年十ニ月賞時の帝園博物館長小

牧昌業氏に献納方願出 、ツクパイ、青石等も添え

て受理され同二十五年現在の毅地に建てられすこと

2 4  

いう謂れである。草庵式回帖合目 、投の間三帖 .

上りロー帖、 7k屋三帖を有する藁屋根柿葺庇をも

っ形のよい建物で7k屋部分は瓦屋根となっており

今の屋根は大臣十年に茸替られf こものである。

⑤ 

奈 夏 八 窓 庵

4  

L J 三

角 ζ つ

1 . 四帖台目 2. 三 帖 3. 三 帖 4. トョ 5. 上 F ロー佑

古田織部の好と去はれ、よ〈古式を惇へ織部の

特徴をあらはしてゐる。この席は近〈にあり、何

時でも行げるので詳し〈害〈必要はないと恩ふ。

「こ Y 材料の一部、例八ぱ掛込み都の桁や極に用ひ

てある雑木がナギらし< ( 或はフクラシとも〉、

奈良には奉臼若宮に天然記念物ナギ林があって納

得がゆくが他地方ではあまり見られない材料であ

る。中桂や1 * 廻りや天井廻りに桑が用ひであるの

は綾部の他のイ乍にも共通的に見られる材料である

が. 他の好にはあまりない手法と云えよう。

六慾庵の床柱が綜欄で東京の八窓庵のが赤松の

ハツリ、奈良のは檎面皮のハツリで何れも捷って

ゐて面白い。六窓、庵は日本三名席のーに数えられ

猿面茶室、一心寺八窓席と共に特に有名である。

燃しこの三名席も猿菌の焼失によって又献け? こ。

叉奈良八窓庵は7 て和三茶佳の中でやっと蔑されfこ

一つであるからその意味で奈良にとって由緒深い

ものである。

茶室に興味を持ってゐるので折に鰯れて見聞し

? こ事柄をこ〉に害き並べて以て雑文とした次第で

ある。

( 筆者・者1島工業専門思枚数授〕



建 設 業 法 に つ い て

浅 野 弘

五月ご十四日法律第百説をもって公布され? こ建

設業法は、政令省令と共に八月二十日頃施行され

ることになっ? こ。

この法律の制定主旨は、建設業の公共性及び特

殊性並ぴに建設業の現扶に鑑み建設業者の登録の

資施、請負契約の規正、技術者の設置等により、

建設工事の遁正な施宕の硲保と建設業の健全な設

建を圃り公共の稿祉に寄 ｳ 興することである。 ｾｰ ち

を設業は公共の幅祉に至大の開聯のある産業であ

り、殊に現下においては関民経済再建に重要な責

務を有している関係上圏、公共圏休の珠算或は民

間の工事もｾ大な金額に上っている。叉建設工事

は、その良否が施工過程の誼否に依存するところ

多し且つ註文生産であり建設業者には高額の前

梯金が支給されることが多いと共に、建設業は工

事施行に際し人的色彩が濃い企業である等の特殊

性を考へるとき、之を施行する業者の資質信用は

誠に重要なものといわなければならない一方、建

設業の.現欣は終戦後における建設業者の乱立と近

時に於る経済事情の逼迫に伴う経繁雄と資金難等

により幾多の鮮容を生じていると共1こ、現行の請

負契約には種# の不合理な点が存し工事の適J主な

施行を阻害している。こ、に於て建設事業につい

て慈賞業者を矯正し、或は排除し業界全般の向上

を圃り更に、積極的に建設工事の適正な施行を企

圃すると共に建設業に合理性を付輿し建設業の健

全な習を逮を園らんとするのが目的である。

建設業は歴史的滑革よりして発注者、請負業

者 、共封建的思想、に基因して請負契約における片

務性の問題 、経営、施行技術、工事計算等幾多の

不合理性を存し業界の合理的な稜逮を阻容してお

りこれが震に、社合的に過少評{ 賀されてゐる現紋

である。本法の窮極の目的ば業者が本法を基盤と

して公正にしてE つ自由な競，走がなされると共に

建設工事請負契約及び建設業の健全な稜遣を図る

事であれ本法は単なる普察的取締法ではない。

勿論本法の制定は以上の目的を主主する震の一段階

で. 達成の震には設多の施策が必要であり之を基

として関滑なる賓施が可能であると考へられる。

本法の運用は法文の枝葉末節にとらわれするあ〈

迄業者を指導し助長すること〉建設業審議舎の公

正活援な運営とでな付ればならない。経済九原則

の本格的資施にともない幾多の困難が強想、せられ

るので、これを契機として企業の合運化を推進せ

なりればならない。

本法は八章、附則四十九僚の僚文からなり 、 こ

れに附障して政令省令が共に施行される。本法の

骨子は、

一 、官民よりなる民主的な建設業審議合を設けて

これに諮問のみならす・議決援を輿へてゐること

二、双務契約の原則を規定し従来の片務契約排除

を明文化しにこと。

三、監督において指示 、動告及び瞥業の停止なぜ

天下り的取締を排して民主的趣旨を盛りこんだ

こと。

四、業者の不正事責について利害関係人が申告で

きることを規定し7ここれ

五、総じて法文が詳細を極めてその運用に疑義を

さしはさむ余地をなくしにこと。

等で従来この種法規のなかっ? こ我園建設業界にと

っては、同法の制定はJFI こ劃期的なものであり 、

九原則下その企業の合理化を要請されている業界

がこれによって強力に再編成されるものと思、はれ

る。第一章総則に於ては建設工事の泊五Tよ施工の

確保と建設業の健全な設建に資する目的及び建設

業とは、建設業者とは 、建設工事とは等の定義と

登録の誼用除外保項( 法第三保〉が明示さる。

法三僚の一読の軽微な工事については、政令で

定められることになってゐる。

第二章の登録に於ては 、建設業を善寺もうとする

者はこの法律の定めるところ、 ｾｰ ち登 録 要件 ｔ こる

技術者の資格と省令で定めるところにより、法第

七僚の添付書類とを具備して二以上の都道府牒に

繁栄所を設りて営業をなすときは、都道府牒を経

て建設大匡にその他の者に b いてはその営業所の

所在地を管轄する都道府牒知事に登録申請書を提

出して登録を受げな〈ではならな い。

登録の満期は二年である潟、更迭する時は渦ー期
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前に法第九僚の営業所の費度、法六僚、七僚、の

鍵更廃業等の申請、屈の手掛方法と登鍬の貧施及

登織の通知、( 法第八傑〉ま 7こ無登録後業の禁止、

〈法第十依〉登録の担否、( 法第十一保〉登録の抹

消、( 法第十五僚〉公衆の閲覧に供する建設業者登

録湾関斑所の設置〈法第十六僚〉登録の抹消の場

合にお、ける建設工事の措置( 法第十七僚〉登録手

放料〈法第十二僚〉について明示されて b る。

第三章の建設工事の請負契約においては. 建設

工事の請負契約の雷事者は各キの裂す等な立場に b

t 1 る合意・に基いて公J Eな契約を結び信義に従って

誠資に履行せなければな 4 ない〈法第十八僚〕と

いう原則を建設工事の請負契約の内容( 法第十九

保〉建設工事の見積期間〈法第二十僚〉契約の保

証〈法第三十一保〉保証人をにてることを免れる

軽微な工事については、政令で定められることに

なっておる。

一括下請負の禁止( 法士十二保〉下請負人の種

更請求〈法ご十三僚〉契約に闘する紛字の庭理〈

法二十四僚〉これについては建設業審議合が取あ

げ紛年の解決を斡旋することになっておる。

請負契約とみなす場合〈法二十五線〉。第四章の

技術者の設置に於ては建設業者は建設工事を施工

するときは、法第五僚各競のーに該営する施行の

技術上の管理をつかさぜる主任技術者を置かなく

てはならない( 法第二十六僚入管業所においても

技術者の設置が要る( 法二十七僚〉。

第五主主の監督においては、建築大臣又は都道府

鯨知事は登録を受け? こ建設業者に劃して必要な指

示報告及び営業の停止を命すもることができる〈法

二十八僚〉。ま? こ中央建設業審議合又は都道府際建

設業審議舎の同意を控て登録を受げ Tこ建設業者の

登録の取滑しもできるく法二十九僚〉。業者の不正

事責があるときはその利害関係人はその事貨を申

告し遁嘗な措置を求められる〈法三十僚〉。建設大

臣及ひ' 都道府鯨知事は建設業者に針して特に必要

があると認めるときは、業務、財産、工事施工扶

況、管業所等について、報告並に検査ができる〈

法第三十一保〉ま Tこ建設大臣及都道府牒知事は法

第十一保一項、十五僚一項ご説、二十八僚一項の

規定の底分について建設業者については聴問を行

い参考人の意見をき〈ことになっておる。( 法第三
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十二僚) 第六章建設業審議舎においては、建設大

臣叉は都道府勝、知事の行う庭分に劃するこの法律

に規定する同意についての議決を行い、諮問に感

じ建設業の改善に関する霊要事項を調査審議させ

る? こめ、中央には中央建設業審議合都道府牒には

都道府線建設業審議会を設げ〈法三十三僚〉開係

各官鹿に建議し、標準請負契約約款を作成し責施

を勧告する。( 法三十四保〉中央建設業審議曾及び

都道府! 際建設審議舎の組織( 法三十五保〉委員の

資格( 法三十六僚〉任期( 法三十七僚〉禽長( 法

三十八保〉政令への委任( 法三十九僚〉等が決め

られている。

第七章の雑則にお・いては、建設工事場及庖舗の

標識〈法四十僚〉鹿方に霊せする訴願〈法四十一保

〉権限の委任〈法四十二僚〉都道府! 際の安用負纏

( 法四十三保〉参考人の愛用請求様〈法四十四僚

〉等の規定が示されておる。

第八章は罰則規定を示しておる。( 法四十五僚、

四十六係、四十七係、四十八僚、四十九保〉

附則においては公布、施行期目、この法律施行の

際建設業を僻んでいるもの〉措置、最近に建設業

審議舎の委員となる者の任期等が規定さる。

以上簡単な説明を終りまし? こが、前ほ詳細な点

については本省建設業課長著の設業法皇室係解設の

櫛紙が公表されますのでそれについて御研究願い

ます。

( 筆者・大阪府建築部建政課企重係長〉

家のクリー= ング

ヲ骨古署員屋が新築向者豊となる美索工事

女新築家屋にお手入のい b ぬ美事長工高匹請負

女 石 ・ タ イ ル 洗 浮 工 事

答喜美 素 工 業

大 飯 市 東 区 瓦 町C堺筋) 三和ピル三階

費生際新町⑧ 5 7 7 7呑

所
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設計競技問題 渡 遺 蹟 己

最近叉建築設計競技が行はれる様になって衆7こ。

( 1) 仙 台 市 公 舎 堂

( 2) 債島平和記念カトリック聖堂

( 3) 綴次に王る新建築紅の商席、住宅

( 4) 大 阪 努 働 曾 官 官

等がある。設計競技によって、その設計案が賢〈

求められる事は望ましい事である。が、従来の設

計競技ぞのま〉のやり方に、手放しで賛窓を表す

る需にはいかね。

第一の不満は従来の競技では営建築が必す・しも

賓現きれなかっt 事である。( 仙台市公舎堂に付

いては資施されることに聞いているが〉この事が

これ迄は兎角鰹〈見られてゐ fこのではなからう

かo H 気に入つTこのがめれば参考に" ｾいつに積

りでもあるまいが、その撲に見られ易い傾向があ

っ? このは否めないと思ム。鹿〈設計2誌を求める f こ

めに、設計競技によるからには、この事は基本的

な、景色重大な事柄である。之が確賛に行はれな

〈ては、何の震の設計競技か剣らない。計霊集の

競技でない限り、 H 賓際に建てるもの〉案を募っ

てゐるのである H 事を主催者は深〈認識 しでか〉

らねばならぬ。設計競技により乍ら建てられにも

のが、嘗建築と遣ってゐると云ふ枚、主催者の無

定見を暴露し、陸募者乞馬鹿にしてゐる事はない

第三は際募者側の一部に投機的な気持が多少な

ちとも購ってゐる 事である。勿稔設計競技であ ち

入選集に賞が出るといふ から には、本質的に投機

性を全然拭ひ取る事は無理かも知れない。叉臆募

者として審査員の顔ぶれを考へる事等も一際到る

が、そこには自ら限度があると思ふ。審査の時に

感じの良い稼にと透親園ばかりにカを注いで、ｾ

面計霊や、構造きでは各部のH おさま1 ) " を第二

義的にみ? こり、甚t: しいのは透視固と他の圏直と

に喰遣ひがあるといつにものすら読はれるのは誠

に遺憾な事である。給看板の募集ではない。 H 官

濯すれば資際地上に賓現するの? ごH と云ふ事を民

面白に考える必要がある。

主催君側も臆募者側もこれから袋キ盛になるで

あらう設計競技を民面目に主主重して取扱ひ? こい。

それから之を正しい fair - pl ay  tこらしむる遣で

ある。

建築家芝代願人 今 西 茂 雄

純設計者の支場一一 一綿一割に責任を持つに

作品、それぞれ理由のあるデザイン、新待選への

にゆまなき努力、役所へも時々顔を出す ｴｾ らう。

小請負業者の設計者の立場

早〈施工に移し金にすることが第一、役所へ顔を

出すひまに仕事の獲得、レディーメード設計の製

産、所キに借りもの、デザインが宙に浮いてゐる

書類は線て代願人へ

代願人一一 一春手取り早〈金になる商賀、験

後先令此¢看板を出し? こ此の人建は、ざ' んな建築

僚件をも願欝の遇る様に書 き直し合法的? に 許

可取る院を競ひ合つに。此の代願料は何と坪嘗り

O百闘もとるそう t: 。此の代願料の犬牟はお役人

のおもてなしに使はれるらしい。きてほん主の建

築を建て h- とする人は先づ建築家に設計圃を作っ

てもらい、代願人に許可を取ってもらい、建築に

移すわりである。

此所で建築家に設計料を、代願人に代願料をと

二重の経費が入ることになる。

請負曾祉ではこれらは含まれてゐるのであるが

私は建築家づらする代願人を否認する文を書〈

つもり fごつTこのが是認せぎるを得ん現肢にある。

悪質な代願人は非常な害毒を流してゐる。建築

家は充分監腕する必要がある。そして震の建築が

出来る制度を一日も早〈確立せねばならない。

婦人雑誌ま建築 小 JII 正

食後のァとき「このあ、家は乞う? 素晴しいわ

ね」と去って見せられにのは F 蕗報、 U 氏案、 T

氏醤〈所のいわゆる文化住宅である。

なるほざ可愛らしいオモチヤの図の住宅であ

る。四坪の居間を中心にマントルピース. 厨房、
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寝室、浴室、屋根裏迄利用され? ニグプルぺツドの

療室迄ある. すきのないデザインである。

さらに詳細に見ると十ご三坪から十五坪ぐらい

をねらつにものらし〈線てセクシヨナルな表現で

可愛い家具の配置迄しである。

所で私は困惑するのである。建物は折紙でも積

木でもないやは b基礎から土台、渠、梁、屋根、

とそれぞれ構遣に感じfこ経劃必要の厚み。をもつも

のである。しかしこの絡にはそれが認められない

屋根裏の小屋の構造を特に考慮しでもその床渠、

天井裏を見込めば棟の翼下でやっと一人立てると

去っ? こものである。更にその震なり方についても

下の窓の中心なさ' には常識としても在を建てる事

はさけるものである。

階段はぎうかと思って見ると階高 9 尺で10段で

9 寸、階寓 8 尺で 8 寸ぞれ以上はとれそうにもな

L、。

「建築と紅曾」パックナシパー

第 豊 輯 大 工E 6 年 ~ 大 正 7 年

官事 2盟主 12月続 571昔 官事 3 獄 1月磁 3:11fr 

害事 4 i 虎 2月貌 5;!1昔 官事 5ll 虎 3月貌 7:11fr 

官事自貌 4月鋭 111昔 官事 7 費量 5月続 311世

官事 8 貌 日月盟理 8加 事事 9 !Jt 7月号虎 9:!l 昔

第10! 虎 8月競 日五世 第11滋 9月貌 4珊

係 12波 10月号虎 5ilJt 官事13続 11月続 4量骨

第14球 12月続 5紛

第 武 輯 大 正 8年 官事 1鋭 自ilJt 官事 2!l虎 1舟

望事 3貌 6JJfr 官事 4盟意 i 知 官事 Ｕｾ 虎 4Jl昔

官事日吉虎 7JJfr 告書 7競 δ加 官事 8披 5:ll1t 

官事。銭 7加 事事10霊童 77.1骨 第 11貌 7:ll1t 

第 参 輯 大 正 9年 第 1貌 1:ll1t 官事 2銃 4加

官事 3競 1加 官事 4量定 411庁 号事 5s免 2五世

害事 6!l.1t 6JJfr 第7j j 虎 自加 官事 8!il置 句庁

官事 9盟主 5JJfr 事事10滋 5加 第 11貌 自若骨

第 12競 6ilJt 

第 四 輯 大 正10年 第 1競 1加 係 2!l虎 5加

官事 3盟主 1珊 号事 4競 自五E 官事 5磁 17.1丑

事終日盟主 6加 官事 7鋭 6:1Jfr 官事 8貌 4珊

号事 9競 5jJ苦 事事10鋭 411骨 官事12俊 5:ll1t 

第 五 輯 大 正11均三 第 1銃 よ P 官事6! l 虎迄各 1JJfr

告事 7按 2JJfr 告事 8鋭 fi :lJfr 事ｾ Ci 按 3ilfr 
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私は思、ふ。こ、迄機能的? なプラン家具配置を

やり理想生活を夢想するこの試案から作J を額者諸

姉に輿へようと云ふの? ごらう。建築家なら技術家

らし〈もう少しスケールの親念を明瞭にして鍛き

度い。

時折こんな留を持ち込まれて無理を去はれぞれ

で賓施圏直を作製してはおさまらな〈なるのが常

である。

その責任は綿てこの様な無責任な夢想家や悪徳

笛家の絡による饗毒? ごと思ふ。

なほそこに盛上られ7こ佐様式に就いても F位、椅

子、テープJ レ、グプルベッドの点在のみがその民

の文化生活であらうか。もっと探〈考へられてよ

いのではないか、その絡のはなやかさに反してい

き〉か 5 みしい感のするのは私のみのひがみであ

らうか。 ( J E M)

第l 1! J t ' 26知

第 六 輯 大 正12隼 号事 1銃 4五号 官事 2俊 4JJ骨

告再 8銭 3jJ骨 官事 9鋭 5jJ庁 第 10俊 2珊

事事12鋭 3jJ昔

第 七 輯 大 正13年 害事 l!l虎 4JJfr 官事 2鋭 1:11苦

告書 3銃 日五世 告存 4銃 5Jl庁 第 5量定 5JJfr 

官事自披 8jJ昔 係 7鋭 4ilJt 事事 8!Lt 5音量

第 9!l虎 3 M 第 I I 放 7昔骨 第 12!l 虎 6骨骨

第 八 輯 大 正14年 第5!l虎、 官事('i盟主、 官事9鋭、 第10貌

共 各1加、第7鍛. 第8畳置は各2 M宛、

第 拾 輯 昭 和2年、苦間続~第ll!! 虎 各1紛 宛

第 拾 萱 輯 昭 和3年、第1鋭、第9放 各1紛 宛

第 拾 買t輯 昭 和4年、彦事3鏡、第10披 各1 M宛、

第 拾 参 揖 昭 和5年、第1ll 虎 1加

第 拾 五 輯 昭 和7伴、第1量章、第10波 共 各1 M宛、

第 拾 七 輯 昭 和9年、第1競 111昔、第7競3;1j号、害事11貌 2新、

第 廿 萱 輯 昭 和13年、第7扱 1紛

上隠の内掲載なき分はu切絶阪です。街廿. l ¥斡以後の

分は* - 量置に掲殺します。御希望のフケには御頒ち致します

本合事務所迄御連絡下さい。但し部ｾの少い分は先策順

に致しまナ故、変切の節は御綜承願います。

吐園法人 日 本 建 築 協 舎



現 場 lこ 於 て 簡 易 に 出 来 る 代 用 セ メ ン ト 強 度 試 験

在時現場に於て、屡キ代用セメントくプラスタ

ー〉を混入する事があるが、之が混入の震に、い

カ' 程純ボルトランド・セメントを使用するコンク

リート叉はモルタ J レより張度を減令るものか、叉

も、か程以上混入し? こ場合は純ボルトランド・セメ

ントの債慌が有するか知り? こいと思ひます。

併し多忙にしてE 、何の設備も無い現場に於て

簡草に知る方法はないかと考えさせられるのであ

ります。そこで現場に於て煉瓦、釘と一片の蕗材

板端を以て下記の如〈試みて見まし? こ。

ザ /

ｾ＠
私h

Ｔｾ 九

{ 第一菌〉

先 づ 第 一 園 の 如 し 内 法 寸 法 4c mx  4c m x  16cm 

になる如〈小さな型枠を外れ易〈作り、之にモル

タルを混入し一定の期間後枠を取外し、第二園の

安

tF 

俊樹

( 第 二 国 〉

如〈壁面に大釘を 2本を間隔10c mに水平に打ち、

その上に試験片を南端3ι mづっ空けて乗せ、然る

l

 

i

 

-

-

Y

 

統村 之

後 T 型合の先端を、試験片中央に正確に印された

上に乗せ、荷重〈煉瓦叉は他の材料〉を順次に加

え、試験片が折れ? こ侍の積載荷重の重さを計り、

下式の如〈それぞれ強度を算定致します。

bd

2  ｾＢ＠ f ' _  M ・f一 句l

4ー =τ ヨリ f=S; ・一罰百E

こ〉に試験片のb及d を4 c m、スバ: : / 1  = 1 0 c mと

すれば、 f +O. 234p となります。

f =試験片の強度

1 =スパシ ( c m)

p =霊直荷重 ( kg)

上式に於て I S m=医rr 面係歎 ( c m
3

)

M =曲モーメント ( kgj cm
2

)

b =試験片の巾 ( c m)

d =試 験 片 の 才 ( cm)

之を賓際に試験をなしに結果は下炭の如〈なり

叉、之を画表化すればで園第3園の如し。

容殺: 酔4ト肱
務SZii久E  

51.盆 協舵制加 Ｓｾ｜ 入用物 ω  

府印ト Ｚｶｊｈ Ｎｦ ｾ市ＰＧＩト ｾｊ
P  lif チ弘t

1  
。

3  55.7 /3.0 / OrJ 
。

ラ。 )G 3  33司令 7. 8  ｾｏ＠ 33 

y.き
、13- 3  、守:0 之/ /6 66 

0 1 /  3  7.7 /.8 14- /1) 0  

〈註〉上表強度は、材令 7 日のものであります。

故に右置表の如〈代用セメントを% 以上混入する

時は、さを量を代用セメシトの場合と大差なし言

ひかえますれば. 純ボルトランド・セメントを万

以下の混入は、混入しに償備がないと言ふ事がこ

の受験では表はれに事であります。

この試験は試験室で行ふ立探な設備で行つにも

のではありませんので、正確なる結果とは申され

ぬ事を断って置きます。

2 9  
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( 筆者 ・本多建設工業株式含枇技師〉

明治二十 一年四月に竣工した「紳戸商法令議所」

に位 特 に ダ y ス ・ホ ーんの設備があ っ た。竣 工 式

の夜「舞踊舎」を催したが新掬の報道 した k とろ

に よれ ば 『参曾者二 百数十名、うち 日本 人でダン

スした のは七、八人 しか な 〈少いのは遺憾な !J .n

K 如何にも残念そうであ った。

事門 守番 旋 工

大阪市沼産江戸施工透ー丁目1 i

-.g話主悠滋 44- 3425

3 0  

曾
a:. 

r::::a 

本倉主催之からの住宅展開催

今般市内心、資橋大丸百貨庄とタイアップして官官

記展覧合た開催する。さを合員各位は家故知 己に置

く宣惇 され、 開期中是非一度多徹b 誘ひ合ひの上

観覧 され たい。

合 期 八月九日 か ら十四 日 迄 六 日 間

合 場 心療橋大丸百貨居四階

展 示 物 模 型、各種薗菌、モデルル ーム.

参考出品 新建築材等 キの7象定

主 催 祉 圏 法 人 日本建築協舎後援 、府 、市

本曾園書閲覧さ事務室の使用 lニ

就て

画書閲覧

段時中疎 開 して ゐfこ寄謄雑誌 、外菌誌 、英他一

般圏雲の整理が一際出来て朝日 ピル事務室書棚

に配列を終ったので 、合員各位の御利用を待望ー

する。イ旦いかな る方で も持出 しは一切お断する

事 、術御利用の時は整理上必す・職員に命じて御

賢願ひ fこい。

事務室使用

朝日ピル事務室 、目下園書室をかねて編集部と

合 議に使用 して ゐるが、事務に支障のな い限り

合員各位の合合に便宜を園る事 とし? こ。利用御

希望の向は事務局へ蓮絡されに い。 以 上

二十四年七月十日

定 士 図 法 人 日 本 建 築 協 合

日 本 建 築 撃 曾 研 究 報 告

同合設行の研究報告、第一読の寄贈を受けに。

本報告は材料 、構遣 、施工 、腰史 . 計 輩、不燃構

遺等貴重な研究資料を 270頁に満載しにものでめ

る。 研究と資務面 との結び等 に寄興ぜんと す るも

ので損〈 閲讃せ られん事 を望んでゐる。 朝日ピル

事務室に一部を備付 けてゐるから御覧下さい。



大 阪 府 建 築 代 理 業 燦 例

'繁 一 僚 との官条例で「建築代理業」 とは、 業と して他

人の委甥を受け、 法 令 そ の 他 の 規定 に基〈建築に 闘 す

る願屈の書類を作成し 、又 は願屈の手績を代理す ると

とをいう。

第 二 僚 建 築 代 理 業 を 管 も う と す る 者 は 、 知 事 の 登 録

を受けなければならない。

知 事は前項の登録 を受け? と 建築代理業者( 以下 代理 業

者 という。〉に別問 稼 式 第一号の登録涯 を交付す る。

悌 三 像 前 僚 の 登 録 は 知 事 の 行 う 建 築 代 理 業 検 定 紋

験 に合格し た者 につき行う。 建築設計象者 、建 築 筒 負

業者又 は建 築 業 者である法人ぞ以下法 人といろ。〉が

本来の業 務に附随 して津築代理 業 を管もう正するとき

は、前項の賓格 検定章式践に合格 L た者 を、 業毒事探償者

に定めて、前僚の登録を受けなげればならな占、。

第 四 像 前 僚 の 代 理 業 者 受 格 検 定 試 除 は 、 録 音 己 及 び 口

惑の二種とし、次の各項目 につ いて行う。

建 築 法 規 二 建築技術

三 建築願屈 について必要事項

第 五 候 次 の 各 号 の ー に 該 ?詰ナる 者は 、代理 業 を管み

叉は法人の君主務協笛者になる費絡を有しない。

未 成 年 者 二 禁 治 産 老 及び準禁治産者

三 破 産者 であって復権を得ない者

第 六 保 代 理 事 業 者 は 、 登 録 涯 に 飽 載 し た 事 項 に 異 動 を

生じたと きは、十五日以内にそ の官を知事に届け 出 で

登録証の容替を受けなければならない。

代理業等が登鍛涯を亡失叉は汚損した時は. その官を

知事 に属 聞 で登録音Eρ 再交付 を受げなければならない

第 七 保 代 理 業 者 又 は 法 人 の 業 務 協 賞 者 の 総 ペ て が 次

の各号のー に該蛍す ると垂は、 知事はその 登 録 を取 P

消ナ。

陵 業 したと官 二 死 亡 し た と 垂

三 第五 係官事ニ号 及 び 第三号 に該賞す るに至 ったとき

努 八 保 代 理業者は . 院 笈に嘗 類 を作成し、又は手議

の代理を しなければ な らない。

代 理 業者( 法人の揚合 は業主主権賞者〕 が願 屈 の 書 類 を

作成したときは. とれに記名押印しなければならない

努 九 保 代 理 業 者 は 別 に 定 め る 帳 簿 を 備 え 、 必 要 な 事

Z買を 記践 しなげればな b ない。

努 十 保 知 事 は 必 要 が あ る と il XHうると垂は、代理業 者

から心裏な写忠告を求め、又は包・2玄J t 員 にその業務に闘

する帳簿 番 類 を検査させるととがで量る。

前演の検査実員は、その身分を示す別記様式第二号の

1 U E 票を携平詳し、且つ関係人の錆求があるときは、とれ

を曇示しなければな b ない。

第十 一{傑 知事は代理業者が次の各号のーに該賞す ると

主は、第十四僚に規定する代湿業 者 審査委員曾にはか

P 、第二僚の益金誌を取 P消 し又は期間を定 めて業 務 の

停止を命ずるととができる。

との4条例に遼 反 したとき。

業務について不正な行震があ ったとき。

三 義 務 に つ い て 不 蛍 な 報lfll を諮求 したとき。

前項の登虫訟を取消された者は、取消しの 日から起算 し

て精一箇年後でなげ れ ば 再び登録を受け るととはでき

ない。

第十 ニ{ 際法人が その業務熔賞者の行 篤 によ p 、前僚 に

規定する登録の取消又は業務の停止を受けた障害は、 f吉

該義務機信者は、 その登録の京消の白 から 起算し て滞

ー笛年禁し〈 は業主主の停止の 日から、その停止期間を

鰹な ければ他の 法人の業務機賞者 とな P 、来〈は自ら

登告訴を受けるととはでをない。

第 十 三 依 代理署員者がその孝義務に闘して国体を設けたと

量は、その国体の代表者は 、規 約 、役員名簿を添え て

十五日以内に知事に届 け出なければならない。

告書十四僚 との4条例の国滑な選管を図るた ?b、建築代理

業審査委員舎を霊長 げ、 知事の諮問 l亡膝じて次の事項を

審 議する。

一

一

一
一一

西

五

代盟業者の資格検定訳訟に関する 事 項

登録の取消叉は君主務の停止に関する事項

業 務 並びに業者の指導に関する 事 項

報 酬に関ナる事項

其の他知事が必要と留 lb る事項

第 十 五 僚 第二イ傑第一環の規定に違 反 した者 及び第 十 一

僚の底分 に従わない者は 一夜園以下の 働 金に民主する。

第 十 六 僚 係六 僚第一 環号事入 係官事二項及び第九僚の規定

に違反した者 、及び第十篠宮事一項の規定による報告を

せず禁し〈は虚億の報告をし、叉は宮該吏員の検定を

拒んだ者は、五千回以下の罰金叉 ｬｾ 科料に民主する。

害事十五像 法人の代表者又は法人禁し〈は人の代理入、

使用入その他の従業者か、その法人又は入の業務に闘

して、係十五僚及び前僚の違反行爵をしたときは、行

震者を罰するの外、そ の法人又は入 に対 しでも、各本

僚の罰金又は科料に民主ずる。

第十八保代理業者の受章輩、第三俊第一E買の資格検定試

験及び登録涯の番替又は再交付を願い出よろとする者

は、次の 手 数 料 を納 めなければならない。但し、知事

が特別の理由があると留めたときは、手数料を減免ナ

るととがで主る。

代 理 業 登録 手 段 料 一併 につき 千 図
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日

大阪府知事

月昭和二十周年五百国

二 百 回 文

大阪府建築代理業i¥条例施行規則

間昔E

二 代理業費給検定手数料 一固につ き

三 登4訟の筈替叉は再交付手数料一件につき

既納の手数料は還付しない。

第十九僚 との{ 傑例の施行にづいて必要な事項は、知事

が別に定める。

第 一 僚 との規則で4条例とは、大阪府建築代理業保例

( 昭和二十四年 月大阪府依例第霊堂〉をいう。

第 二 僚 候 例 第 二 僚 に よ り . 建 築 代 理 業 ( 以 下 代 理事震 と

いう。〉の登録を受りーょうとする者は、別記様式第一

裁による申務審を知事に提出しな η ればならない。

第三{ 康 保例第三係官事一環によ p 、建築代理署長者受格検

定試験く以下試験という。〉を受けようとする者は、

別記様式第二競による願書を. 知事に提出しな η れば

ならない。官式験に合絡した者には. 別記様式第三裁の

合格在宅寄託交付する。

第四篠宮衣ｾは、毎年 一 回以上とれを行い、施行の日時

場所その他必要な事項は、試験期日前三十日までに告

示する。

官事五{ 傑イ傑例第四僚による訣険事務を髭裂するため、建

築代理事長者資格検定試験委員曾を置き 、委員長及び委

員若干名をもって組織する。

委員長は、建築官事長をもって充てる。

委員は、建築部各課長をもって充てる外、関係課長、

その他Z皇賞と認める者を知事が命じ叉は委渇する。

委員曾に書記彩千名を震〈。

書記は、関係吏員中から委員長が命ずる。

書記は、写委員長の命を受げて庶務に従事する。

第六{ 康保伊j第九僚による帳簿は、別妃様式第四裁の遜

!J e ナる。

第七僚イ傑例努十四僚の代理業審査委員曾は、委員長及

び委員当者干名をもって組織する。

委員は、関係吏員、及び耳鼻識経験者の中か b 、知事が

命じ、又は委帰する。

委員の任期は、二年とする。

委員長は、委員の互選とする。

委員長は、曾E告を総理する。

事さ員長に事故あると垂は、委員長のあらかじめ指名し

た委員が、その職務を代理、する。

言寄員舎に幹事及び書記各若干名を置き、関係、吏員の中

から知事が命ずる。

幹事は 、委員長の命を受η て合務を虎王豆ずる。

書記は、上司の命を受けて庶務に従事する。

第八{ 傑イ傑例附則第ニZ買の届出は別記様式第五霊堂に主る

員IJ

乙の4条例は公布の日から施行する。

との保例施行の際、現に建築代理業を管んでいる者は

との依例経行の日から一箇月以内に、知事に届け出な

げればならない。

前主買の届け出をし? と者は、乙の保例施行の目から一箇

年を限り、第二僚第一環の登録を受げないで、代理業

を管 It ことができる。

附

様

式

第

二

号

様 式 第 一 号

登 録 係 号

登 録 年 月 日

大阪府建築代理業登録証

本 籍 / 法人の場合は L  

住 所 | 法人の名務所在地 i

1  代表者氏名 l  

事器所所在地 1  業 務 海 賞 者 氏 名 /

名 務

氏 名

生 年 月 日

右の者は大阪府建築代理業保例によ P 建築代理事長

者として益金正した。

月 日

名園

大

年 阪

府

月 建 号

築

日イ勺

理

業 民 官ー

イ際名職

伊j

t亡

主主

〈

捻

大

実査

員

阪 之

証

府

氏大阪府知事

大

阪

府

建

築

代

理

業

保

例

第

十

保

知

事

は

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

建

築

代

理

業

者

か

ら

必

要

な

報

告

を

求

め

又

は

嘗

該

吏

員

に

そ

の

業

務

に

聞

剛

ず

る

帳

簿

普

類

を

検

査

さ

せ

る

と

と

が

で

き

る

。

前

演

の

検

査

吏

員

は

そ

の

身

分

を

示

す

別

配

様

式

第

三

号

の

託

契

を

携

帯

し

且

つ

閥

係

人

の

筒

求

が

あ

る

と

垂

は

と

れ

を

曇

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

年

附 貝IJ

との規則l は、公布の日から施行する占

大阪府規則官事 務

大阪府建築代理業保例施行規貝IJ を次のように定b る。
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別 記 事聖式第一貌

大阪府建築代理業登録申 官官香

一 本 籍

一 住 所

( 法人の揚合は〉

一 住 所

一代表者氏名

ふりがな . l . 切がt<

一 氏 名 往 年 月 日 一 義 務 担 賞 者 氏 名 生 年 月 日

一著書渡所所在地( 電話〉 一事務所所在地( 電伝〉

一事書留所名手露 一 事 務 所 名 稀

大阪府建築代週業4条例第 二 僚によ P 関係書S類 を 添 え 登

録をお額いします。

年 月 日

大阪府知事

氏 名 @

〈法人の揚合は〉

殿 伶表者氏名⑨

備 考 ζ の申筒舎にはヨたの書類を 添付するとと

一 廃 虚 書 二 戸 籍抄本又は戸籍証明

三資格検定試験合絡証書のｾ

四 法 人 の 場 合 は 、 定 款 、 登 記 謄 本 、 代 表 者 及 び 業

童書担? 富者の鹿屋書並v : に業務担賞者の資格検定

訳験合格涯のｾ

別 記 様 式 第 二 銭

大阪府建築代理業費絡検定紋験受験願

本 籍

住 所

氏 名 ( ふ P がな〉

生年月日

. 繁代理事震資格検定試験を受げたいので履歴書及び篤

JKを添えてお願いします。

年 用 日

氏 名 @

大 阪 府 知 事 殿

備 考 ｾＱｉｬは手本 ｌ 形正し出願前六ヶ月以内に股隔で

銀E移したもので裏面に撮影年月日氏名及v : 年令

を紀叙したものを添付するとと。

別記様式第四畳程

年 月 日 か ら

年 月 自 主 で

建 築 願

建 築 主

住 所 氏 名 受 付 月 日 建 築 該 地 地 帯 番

届

用主主

備 考 ー との草壁式は筏容としてもさしづかえない。

簿

.sOJ 己 稼 式 第 三 号

告書 号

令 絡 証 書

本 籍。( 都道府蘇名)

氏 名

生年周目

右 の 者 は 昭 和 年 月 日施行の建築代理業費絡絵定

紋除に合格したととをl E ナる。

年 月 日

大 阪 府 知 事 名 画

別 館 様 式 第 五 銭

大阪府建築代理業保例附買IJ に主主〈原容

一 本 籍

一 住 所

( 法人の場合は〉

一 住 所

一代表者氏名

ふりがな ふ珍かな

一 氏 名 生 年 月 日 一 義 務 機 管 者 氏 名 生 年 周 回

一事務所所在地〈佳話〉 一事潜所所在地( 電話〉

一 事 務 所 名 稀 一事務所の名稼

大阪府建築代理業保例附則K 依 P 関係書類を添えてお

届けします。

年 月 日

氏 名 ⑨

く法人の揚合は〉

大阪府知高野 殿 代表者氏名園

傍 考 との居容にはa : の軍書類を添付するとと。

底慶書

一 戸籍抄本又は戸籍証明

ー 経 歴 を 証 ナ る 書 類

四 法人の揚合は定款、主聖書日謄本、代表者及び代

王望者の履歴書及び経歴を鉦ナる書類

大 阪 府 建 築 伐 理 業 氏 名

作可成年 年 月 日
良 理

構 Z室鑑別及商積

許 月日間番盟主 経 過

料 金 備 考

一 備考禰には料金額場減を具体的に記載すること。
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第 一 回 建 築 サ ロ ン

懸 賞 競 技 募 集 規 程

提 出 期 眼 昭 和24年8月10日 午後五時

震 表 昭 和24年8月 初 日 東 京 朝 日 新 聞 紙 上

競 技 課 区民間合祉の企業と して の市街地に建つ

銅筋コンクロート逢りアパートメントハウス

提出画面 ( 1) 配 置 圃 縮 尺ν 1 0 0 ( 以下問ジ〉建

物は輪廓のみ、庭園計監を圃示する事 ( 2) 一 階

及び規範階卒面、地下室を計書する場合は附記

し同一平面は省略してよ い ( 3) 立 面 二百を圃

示する着工 ( 3) 断 面 横 断 面 ー ケ 所 を 示 す 事 ( 4)

透 蹴 園 外 開 と 室 内 を 示 す 事

提出園面は総て匿名記読を附記する事

製 匿 の 程 度 用紙一衛用紙大さ約51c mx 74c mと

す、数量は四枚乃至五枚、仕上げ自由

設計要求事項

〈一〕建設地特に寒冷、多雲 の地方でない市街地

( 二〉建設敷地 ( イ〉置さ形紋敷地は道路に面して

間口 50米 奥 行25米で高低のな い場 所 ( ロ〉地

域 住 宅 商 庄 作J れ 也 建 て ら れ る 地 域 〈ハ〉建蔽

率 505ぢ ( :. ) 高度制限 20米

( 三〉建築 内容及規模 ( イ〉一階、道路側一階を底

舗併用住宅とする ( ロ〉二階以上専用住宅と

す ( ノ、〉建築面積( 建坪〉前記建蔽率の許容する

範図 ( : . ) 階数及階高 官官記商度制限の許容す

る範圏で階段を決め る事 ( ホ〉地下室住居用

以外 の機織室その他のｾに殻定 する事は自由

〈へ〉構造 銅 筋 コンクリート 浩

〈四〉住宅及庖舗の要求事項 ( イ〉住宅各戸世帯向

住宅とし、住宅として最小限度の要件は少〈も

具備する事( ロ〉生活稼 式 和 洋 作J れも 自由

くハ〉庖舗種類別に制限なしく: . ) 各戸、;コ2f' 面

面 積 専 用 住 宅 各 戸 の 平 均 面 積 〈 底 舗 併 用 住 宅

を除いTこ建物面積の合計を専用住宅戸数で割つ

? こ数字〉は75米以内とすイE底舗併用住宅の面積

は自由

〈五〉設備( イ〉援房 セントラルヒーチングシス

テムとす( ロ〉炊事用熱 源 瓦 新 設 備 とす〈ハ〉

給 水 公 共 水 道 よ り 給 水 を 受 < ( : . ) 衛生設備

34  

便所は水洗式で他の汚れと共に公共下水に放流

〈ホ〉照明電灯設備〈へ〉昇降機を? 象定す

〈ト〉共同趣設考慮、自由

〈六〉庭問 販地内空地は各戸共用の庭園叉児童遊

場として計聾する事、倫道路側商庖M " に前庭を

設ける等も自由、

〈七〉工事費 管 業用の賃貸住宅故建物の仕 上げ 設

備は魅力的なるを希望す 、但賃貸家賃諸公課の

事も考へ出来 る丈低廉にする事を要す

審 査 員 ( 五十音順〉

( 1 ) 武菰工業大謬数授 建 築 士 醸 回 周 忠

( 2) 日本設計管理協合 建 築 士 黒 崎 幹 男

( 3) 早 稲 田 大 率 教 授 工 博 建 築 士 佐 藤 武 夫

( 4) 前 川 園 男 建 築 事 務 所 建 築 士 前川 周男

( 5) 松田2 f ' 団設計事務所建築士松臣家卒

O嘗 選 賞 金 一 等 一 名 金 京 高 岡 也 二 等 二 名

合萱 高閣 也 選 外 佳 作 芳 子 名 記念品贈呈

O官選作品は第一回建築サ ロン( 3月24 日- 3 0 日迄

東京日本橋三越〉に陳列展悶す

0 申込場所 東京都京橋局区内中央区銀座商三了

目 一 審 必 建 築 命 館 七 階 日本建築士舎建築サ

ロン係宛

前詳細はよ記申込場所或は本合事務所へ御問合せ

乞 ふ

紅固法 人 日 本 建 築 協 合

コンクリート講習曾御案内

一 期 日 昭和24年8月22 日 至8月30 日 28 日休講

一 主 催 日本セメント技術協合

一 場 所 講義一東京都千代田区神 田駿河台

日本大事工謬部

笈省一同上及び東京都文京区駒込上富士

前 町 建 設 省 土 木 研 究 所

一 講 義 の ν ペノレ 大事叉は専門皐校卒業者或は

変務 3 年 以上 の経験者を封象とする。

一 受講料1 ，000園( テ キスト ι最新コンクリー

ト技術』代金600闘を合t J ' )

倫詳細は本合事務室宛御問合せ華止され? こし。



建 築 積 算 便 覧 ( 第 3 回)

1  50本 以下 I><_ 1. _20  11 100- 150本 1  x  1. 10 I  

杭 間十 日 努 力割増害容| 50- 100本 「訂正11 150- 200本 1  x  1・20

|  泥粘土質 1  x  1. 00 11 粘土交 !J 質I x  1. 05  

地 盤 = ヨ ル 労 力 劉 靖 容 |泥土一土砂 ヲ交 へタ 土質1: -て1 011J(T，/J、砂 利 均 へ 日 x  1・40

| 棚 ベタ打 |× 1 05 11 盤 脚下打 1  x  1. 30 

打チ方 = ヨル努 力 劇 場 察 1 8  柱 下打 x  1・10 11 土 留 杭 1  x  1. 30 

( 計算例〉 末口4寸 長9尺 80本 打= シテ、 地 盤ノ、 泥 土= 土砂ヲ交へタ土質 トシ、桂下布掘杭打ノ 時ノ、

0.04  x  1.  25 x  1. 15  x  1. 10 x  1. 10-; -0.07人・ …・・大工 1

トト ナノレ。

グ + 0. 07人・ リー人夫 J • J  0 - 0  

7. 粟右地形及磁砂利 ( 1立坪 = 付〉

手露

立箪 人い河位川ｾ＠ 津家養礎

床 1二間 数 砂 利

石 1. 1  1. 1  

砂 手日 0.3  0.3  1. 1  

人 フーミ 5. 0 4 .5  3 .0  

作 作 栗

1: 建 家、機械台 、 ピット 基 礎
其 ノ 他 ノ 床 土 問

事長署長石 同 寸)i- トロ 怜
持 ヒ作 業 トロ作業

揚 万
3以下 x  1. 00 I  x  0 .87 x  0. 88 x  0. 77 

所 法 厚

E長
' - - - v- '  

nG‘ -5  x  1. 07 )( 0.¥¥7 x  1. 04 x  0 .85 

ニ 車曾

石 x  1.27 x  1. 03  x  1. 24 x  0 .90 

ョ i成

2レ 至容 ×  1. 39 x  1. 20 x  1.24 x  1. 0¥¥ 

勢
8- 10  x  1. 73 ×  1. 50  ×  l. 54 x  1. 36 

11 

数 砂 利 x  0 . 87 × り.73 x  0.93 x  0. 80  

叫 ι ヨノレ馴 |

布 地 形 ×  1. 20 

11 守. " 地形
×  l. 40 

托 ヒ作 業

詰皇撤長巨隣20間 ヲj道ユノレ時ノ、之ー 魁 ユ ノレ10問叉ノ、

x  1. 10  
Y ノ端数毎 z

英 ノ他 ノ槍減率

運搬漏距離zt4毎5間 ヲ趨 ユノレ時ノ、之ー 超 ユノレ30問叉ノ、

トロ 作 業
ツ ノ =  

x  1. 10 

( 綴 ) 7. 粟 右 勉 形

煉
栗 石ノ 厚 サ( 寸 ) 単位 2. 0 3.0 4.0  

瓦

被O.瓦5 B 
作業主主 立坪 0. 0023 I  0. 0034  0. 0045  0，00自7 0. 00¥10  

2長

者楚 積 材 料 {栗砂一 一利石一 "  

0. 0021) I  0. 0037 0. 004H り.υ074 0. 00¥1¥1 

一 "  

0. 0014 O. υ020 0. 0027 

間

煉1. 瓦OB  

作 業盆

"  

0. 003<! I  0. 0050  0. ()049 0. 0100 0. 0134 

宮言

材 料 i，栗 石

0. 0037 I  0. 0056 0. 0112  0 . 014n 

"  

0. 0074 

F  

務 砂 利

"  

0.0020 0. 003()  0，004り

"  

0. 0167  I  0. 0250  O. υ334 0. 0500 0. 0668 

床1商 坪 酌 材 料 { 栗 石
"  

ω 183 1 M 別
0. 0366 0 .0550 0. 0732 

砂 利

"  

0. 0050 I  0. 0075 0. 0100  0 .0150 0. 0200 

(匙) 1. 妓瓦宇枚積 ノ揚合ノ、栗石底巾0 .8尺 トェ 。

1.  煉 瓦 1枚 積 ノ揚合ノ、栗石底巾 1. 2尺 ト見。

- 9 -
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8. 豆沼血色彩及東下プロック ( 1ケ所= 付〉

名 務 単 位 経 下 ノ 揚 合 東 下 ノ 揚 合

宝

石

玉 石 笛 径 1尺 1  径 7 - 8寸 1

地

除 土 意 深 6 寸 立王手 0. 0034 0. 0019 

形
砂 利 厚 3 寸

"  

0. 0014 0. 0008 

人 矢 据付、除土、政砂幸tl 人 0. 06 0. 04 

煉 瓦 積 ノ 揚 合

" ' : / グ : g- ト、

名 書写 翠 位

プロ叩タ

東

0. 5B積 1. 0 B積
自寸 ><6寸 )(6寸

下 煉 瓦 二段積トス。 枚 2  4  

プ
セ メ y ト

袋 0. 01 0. 02 0 .029 

紗 立坪 0. 0002 0. 0004 0. 000. 5  

D  

砂 利

"  
0. 0005 0. 0010 0. 0. 020 

ツ
木 材 型枠用( 10回使用) 石 一

0. 00088 

タ
釘

"  
貫

0. 001 

大 ヱ

"  

入
0. 003 

入 夫 プ ロ ッ ク 製 作 及 努 付 業

"  

0. 08 0. . 10 0. 10 

9: ' J . 先砂、? 先砂利採集 ( l 立坪嘗 9 )

名 都 洗 紗 洗 砂 利 E卒 石

砂 1. 1  

砂 牢リ

"  

1. 1  

原 石

"  
洗 方 入 夫 人 3. 6 3. 6 

E平 石 11

"  
一

10 岩 石 沼 墜 ( 1立坪= 付キ)

名

翠

岩 塊
手 量産 主賓 孔 霊E 岩 機 使 用

穏
位

粘 板 岩 交 9

軟 岩 | 普 通 岩I ｾ頁岩 軟 岩 | 普 遜 岩 | 夜 岩

備 考

土 石

一
グ 岡 田 開 胡 印 刷 別j

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 コノ金額ノ小

雷 管 ヶ - 1  5. 41 6. 自 13. 8 1  20. 4 1  3. 品 δ. 4 1 7. 8 11  - _ .  1  

導 火 祭 m - 1  3. 6 1  6  6 斗主主 20，4 1  3・立 5. 4 1  7. 8 菅十= 釣スル%

盤岩夫人一 ＭＰＮＵＴｾ 一 ＱＴＲＮＮＴＲＳ Ｖ 一 ＱＲＮＰＳＰＮＰＰ 一 ＮＳＶ 一 ＰＮＷＸ Ｑ ｾ ニ ＲＸ ＱＱ l- ; <. o 

錐 ノ補給修理 %  一一ート」ー 6 一」一一旦ー 15

動 力 費 H 一 一 一 25 1 2 5 1 27

続 線 償 却 費 "  一 一 - 1  32 34 田 t  

土 工Ｂ 一ｾＩ 固 一 化 。一15. 0 一 0 .: 18一 0. 3$ l 一4 き

u墜 費 ， ， 11 7  1  6  1  5 竺 里 10 1  10 1  10 

3 6  

( 註) 1. 

2. 

3. 

4.  

ダイナマイトノ代 9 = 、ヵー P ツトラ使用: 7 . ) レ揚合ハ上旬〈ダイナマイト) xO. 8 トス。

"  黒色火葵 "  " ( ， ，  ) x5. 0 ト見。

量産ノ 1日1本ノ胸粍長ハ5 - 1 5 mmトス。

1入1 日ノ錐取換本数ノ、手錐( 径δ - 6分) ＷＭＱＵ 本、ｾ待機用錐Ｈ径自 ＭＷ 分Ｉ川、

15- 40. 本ナ 9 0

5. 上表ノ、大略ノ微量］付、加減ヲｾス。蓮猿ハ合マザノレモノトス。

- 1 0 -



積 込 銭 湯 、 卸 シ

揚

一

一

v

一

揚

怒

一

一

援

及

一

一

及

込

一

一

込

積
一

卸

一

積土 質 = 言 P 加 減 率

蓮 | 名 手捧

鍛 |  増減率

勾 配 = ョ 9

11. 其ノ他ノ基隆工.

名 構
鎚燭地形 砂 地 形 イ デ ス タ ル 蒜 礎

燭 燭 石
0. 8xO. 8 ><2 .0尺 本 立 1. 0  

一

コ y タ 9 - ト
坪

- 0 . 03-

銭 筋

kir 
- 8 -

砂
fl .坪

1. 0  

石 エ
人

， 0. 034 

一

入 失

"  

0. 03壬 3 . 0 ｉ ｾ 日寸山 ｘ 人 ｬ1  

機 械 エ "  

"  2"-1 

( 駐) 翁燭地形ノ、、 1 ヶ所= 付キ示ス。

ペデ［［＼Ｎｾノレ基礎ノ、 Ｑ 本ニ付キ示ス ｯ

ｾ地形ノ、 、 Ｑ 立坪］付キ示スモ ノトス。

12. * 橋

橋 溜 7.l 0  翠 位

手 問 ( 入) 同 ( 方杖ノ場合)

杭

大 エ
人 失 大 工 人 夫

建
3 本組合セ u且 3. 5- 4. 5  3. 5- 4. 5 5 - 自 δ~日

込 4 本 "
11 4 - 日 4. 5- 自. 5 6 - 8  日. 5- 8. 5

(  

5 本 "
11 5- 7  自- 7.5 7. 5- 日. 5 8. 5- 10. 0 

一 一
脚 日本 H  11 日Ｍｾ 8  10 ｾＭＱＲ＠ 11- 13 

)  

一
7本 "

"  
7- 10 ｾＭＱＲ＠ 11- 14 13- 16 

橋

会 長( 尺) 未 口 ( 寸 ) 根入長( 尺) 手 間 ( 人 )

杭
5- 10  4 - 5  3. ・3 0. 5- 1. 2  

打

込
10- 12 5- 6  5 迄 2- 2. 8 

手
12- 18 自Ｍｾ 6. 自 3 - 5  

問

(  

18- 25  7- 10 8  自 ＮＵＭｾＮＵ

一
本

25- 30 8- 10 10 10- 15 

30- 36 ｾＭＱＰ＠ 11. 5  15- 20 

付

)  

i1J  者? 率 様入長サ3尺 毎 = x 1. 20 

木 徳 問 長 1桁 橋 | 土 橋

吊 橋

橋

( 尺)

大 工 | 人 夫 大工 | 人夫 大 工 | 人夫 大 工 | 人夫

- 1 1 -
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架|
1日 以 下 民主主 1. o5 土L ユム

13. 0 13. 0 11一 一

鮫

1o- 33  

一 一 一

.橋

33- 日目 日 二 ｌ ｉｉ ｾ Ｑ ＴＮＷ

自白- 115

一一一一一一ト一一一ーー ー一G一.一0一ー I一一一一
坪

一 一 一
管 115- 181 

)  

11 6. 6 1  o. 6 
181 以上

- - - - - -ー

高 欄 ( 長1間= 付) 1I 大 工 0. 9-
手 停 0. 45- 1. 8人

取

橋 長 ( 間 ) 橋 巾 ( 問) 夫 ( 入 )

1. 5- 2.5  1. 0 - 1. 5  3. 日

崩
2.5- 5.0 1. 5- 2.0 9. 0 

(  

函 5. 5- 7.0 2. 5- 3. 0  10. 8 

税

7.5- 10. 0 日.5- 10 14. 4 
)  

阿古型;

8  0. 17 24 5.0() 

9  0. 20 18 1  2. 00 27 8. 00 

F  、P幽〆 4  1  ，， 11 7  U.  12  12 0. 34 21 1  3. 00 日。 l u. UO  

13. 地 獄 カ 試 験

15. 石 短 目白 色三 ( 長1問ニ付)

16. 般瓦造建物基礎7 J 大略の大さ

名 税 厚

基 革主 巾 1 ( 尺)

将軍)

尺) I  ｬｂ ｟ｉ ｾ Ｚ 乏 ｼ 」 ｌ ｼｩ どｩ 工 Ｒ と ｾ ｉ :.BO
{ }  

(ニ吋措

8

逮ト

)  (束)

三ト輯
選

二 階 建 |卜| 間外一仕一壁切一 一 一

0
，一目白一 一一- 一

2.501  2. 80:  3. 301  3.側

0.50 

川

1-
はー

1 -

三

8E60
釧到d12221

二

. E60600J0
22P24860200H

』

l1J232:

』

88500 

0  

8  60 

平 家

l 4 0.50

間仕切 0. 33 

32.. 38001 

1  索 、 英 ノ 他 0. 33 

- 1 2 -
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17. 殺菌司聖地の凍結織の漂さ

凍結 線 深 ( 只)

18. 窓 地 の 土 留

0. 11 

1. 0  

(吉正) 毅 地 ヲ 地 揚 ゲ ヲ ナ シ F ノレ場合 ノl線 地 ノ 境 界 = 鮫 ク ル 土 留 = シテ 、嘗 地 盤 ヨ ロ高3尺 ノ場 合 トエ。

19ι 竺 想織の土木工事の切取・健民 ( 1立坪嘗 9 )  

I  ｾ＠ m j ljLili! 切 l 取 |; 明 感

名 手再 | 翠 位 ト 一 一 I  
一 一 一 一 11

l '  - 1土 秒 | 軟 岩 l 夜 岩 I1 土 砂 | 軟 岩 | 夜 岩

土 一 一 三 一 ，' -; - ， 0. ;;7 I一 市 Iっz ii で す|「 7 I 1 0 ω 

l - 17L三二ァ… 一二三
粍i土 ・砂利 i  x  1. ｾ ￜ＠ a  夜岩 ( 裂回 ナキ正臣賞 ) I  x  

空事力のま曾減率 一一一一一 宇一一一一一 一一一一「一ー一一 一1: ， • • _ _  →一二一一一

"  <其 ノfu l  x  1. 2( } |i r， <其 ノ 他 / 質 = ョ p 一三一 1. 20

|  耳鳴深 ノ馴 ・め に三i ムどo !! II.il:笠豆一一一一一」ニ() -:-7()-1

3 コ シ 今 1) ー ト 工 事

1. コング 9 ー ト の 配 合 及 材 料
( l 立坪= 付)

- 1 3 ー
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2. : : l ンクリート打 ( 1立坪嘗. l 7 )

1  :  3  :  6  1:  2  :  4  

名 手露 翠 位

手 練 機械練 =手 練 後械練

- セ メ
y  ト ＵＰｾ 入 袋 28 28 41 41 

砂 立坪 0..5 0. 5 0. 5 O.δ 

砂 ホj

"  

1. 0 1. 0  1. 0  1. 0 

水 t on 1. 8  1. 8  1. 8  1. 8  

入 失
人 10- 12 8- 12 8- 12 _I 日- 1 2

電 す3 K. W. H. I  5. 3 5. 3 

マ シ y 治 0. 21 
一

0. 21 

主主 車事 手 人 0. 13 0. 13 

同 助 手

"  

0. 11 0. 11 

- 一一一一一ー一

作業方法
祖霊 械 練

ヂ 練 |

上
作業種別 『

タワー無 ν タワー付キタワー71ゴー

表
...ーー ーーーーー『ーーーーー

手 均シ、" ' : Y グ P ート打 x  0. 73 x  0. 65 x  0. .78 x  1. 00 

線

x  0. 44 x  0. 40 x  0. 48 

建コシク. ! J - ト遁物 柱 壁 、 壁 梁

警告
x  0. 55 x  O. 日日

見

床 梁 、 床 版 ' x  0.4自 x  0. 55 

ノレ

x  0. 60 x  0. 55 x  0. 74 

安F

1櫓13 

木 造 建 物 経 壁 x  0. 65 x  0. 59 x  0. 87 

. * 土問 x  0. 65 x  0. 57 x  .0. 73 

滅

x  0. 55 x  .0. δ0 x  0. 69 
率 ヒ.  

ヅ

x  0. 59 地 下 x  0. 65 x  . 0. 87 

溜 桝、 雨水罪事 1. 00 

唖量 械
線 f

蓮徹距離 10間以上ノ、 15問毎ー

其ノf t I ! . ノ! 努力
手 線 選織距離 10間以上川 10問 毎 = x  1. 10 

司君 減 率
階 高 各 階 15尺未満、 15尺ヲ超ユル時y 、

x  1. 15 

打 放 三〆 コy タ F ート打放シノ 場 合 ハ 1- x  1. 20 

3. 錬玄ｾ磁均シコンタ Ｙ ート及土問コンク Ｙ ート量

採寸 B ト 一一一一一一一一|
寸 寸 寸 寸

厚 ザ 1: 0 1. δ  2. 0 3. 0 

il 晶

燦 コy ク. ! J - ト( 立坪)
0. 0017 0. 002fi  0. 0034 0. 0051 

瓦

セ メ y ト
( 袋 )1 0. 0493 0. 076 0. 099 0. 148 

£ド

均 〆ー、、
枚 砂 ( 立坪) 0. 0009 0. 0013 0. 0017 0. 0026 

v  証
積

砂 罪日
(  "  )  0. 0017 0. 0027 0. 0034 0. 0051 

'" 
一

y  間 コy ク 2 ート( 立坪) 0. on28 0. 0042 0. 0056 0. 0084 

ク ーー "  ( 袋 )

付

一

セ メ y ト
0. 081 0. 122 0. 162 0. 288 

y  

枚
( 立坪)砂 0. 0014 0. 0021 0. 0028 0. 0042 

ト

キ 積

、- 〆 E長、 華日
(  "  )  0. 0028 0. 0042 0. 005自 0. 0084 

0. 0250 I  0・0334

セ可7

コy ク 3 ート( 立坪) 0. 0167 0. 0500 

土問コンク. l 7 - ト

セ メ y ト ( 袋 ) 0. 49 0. 73 0. 97 1. 45 

(1商坪= 付キ)

0 0 0 0  
砂 ( 立坪〉 0. 0084 0. 0125 ' 0. 01自7 0. 0250 

砂 手リ ( 川 )
り‘ 0167 0. 0250 0. 0334 0. 0500 

( 註) セ メ y トノ、 50kg 入7 ' 1袋トス。 燦瓦ノリ、遊型トス。 毘合ノ、 1: 3: 6 トス。

- 1 4 ー
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昭 和 二 十 四 年 春 季 大 倉 概 記

本合は創立蛍時から毎年大合を催し兎星島宇鱗演令、時

に或はー? 自主長行をするなど' 台員各位から染みの一つに

されてゐたが、積h の高野情で戦前から中絶 、一法の寂さ

を感じられてゐた。古い合員からは奮を語る合宇、せ b

て三月三十日の創立記念の自に何か催してはとの意見も

あったの・で、今年から春季大舎を復活する事とし、委員

舎を設け種々立案したが、時の関係宇経費の商で今回は

見易、講演懇親舎を取上げ? と。誌に美大聖書を記し次の様

曾の$ 考に供したい。

. - 催、臨努アパート見高島

五月晴れの五月廿一日天王寺区小宮町に建設中の市 管

アパート、清水建設現場 に集合するもの約 200名 市 第

一建築際海原現場主任よ P 慨略説明を聞き 二涯 に別れ

滋功せる一様の地下よ D 屋上迄見直高清水建設か b 接 待

の茶菓を受け小静後エ考書中の駁棟を眺めつ L 第二見高島

鎌崎府管アパートに至 P 府 住 宅事長杉 山現場主任から紙

銃後援功建物lJ<工事中のものを限な〈見耳鼻竹中エ滋后

現揚にて茶菓接待あり一同四時停解散l ， it 、本見耳鼻は

建設省案による戦後珍らしい餓筋建物としてプヲ y に

鰹費に出凍上習にいろんな函から見事者の籾主主ずる所

が多かったと思はれる。蛍日格別御厄介かげた府市関

係者並清水難段、竹中工務} 苫関係者各伎におし紙上%

廼じ厚〈御紐申上げる。

第 三 催 、 際 演 曾 五 月 二 十 四 日 の 午後二時から大林組本

底E惨さ孟で開催。銭高大舎委員長今年久々銀 P泰季大合

開催の悦びと菅十貨の骨子を述ベ開舎の挨拶をなし司舎

者山本委員は下記盟専問を紹介壇ょに盆 P 講演開始 した

弁よ大阪市建築局長は大阪市の革路市計賓と換地に就て

大阪商工曾談所、伊東常務理事は現下の鰹溌界 に就て

畠中紳戸女耳鼻院長は最近のアメ P カ事情に就て何れも

BO分乃至 1 時間徐 P 興味と窓義深垂穏に魅惑され迭に

重量定時間を透かに突破次の催しが悉〈了った位であっ

た、五時半銭高委員長 閑 舎 の 際 を 述ペ解 散 した。情 b

〈は蛍日雨天のためか聴者が害uに少かっ た療であった

第 三 倍 懸 親 曾 同 日 午後六時か ら大阪建設曾館で開催

令する者約60書生名/ bt i雪であった。

竹 腰曾長起っ て参加 者一 向に翻意を表し た後本大曾が

十幾年振りに復活した悦びと 共に今日の隆盛 に及んだ

のには故人の功績に多いものがおるが其物故先慾各合

員に鎖する慰Z霊祭は創立廿五年記念事業以来行つてな

いので比機 曾に何 とかして穆行したかっ たが 踏般の事

情で次の穣曾に譲る事とした旨遮ベ主互に故人を迄想し

敬弔と感謝の窓 を表 したいとて前令長片岡博士外物故

役員各位の氏名を積み上げ列席者一向と共に其冥繭富士

心から祈った。ヨえに今般推薦されだ本令顧問十一氏を

披露来賓の名警合員顧問各伎に紋意を表する挨拶を主主

ベた、倫舎の近況と今後の務署長報告する所あって一同

総盃怒親曾に移った。油田賞、中四六郎、松本儀八、

瀧昔農民弓、小崎修、泡回谷久吉の言者氏は比間交h 立 ち

て 夫k 特怠のテ四プノL - . A ピーチに惑を咲かせたが最後

に谷民造氏年長代表協会 の蕊援を一同と共に三唱し、

いと平日かに散合した。

第 四 催 大 阪 港 湾 地 上 工 事 見 事

五月廿五日" M 袋の中に八幡屋小高島校屋上に集合ノ期大

阪市補償保長か b 図上主四漫を展望しなが b 際 亥ニE i

Z底坪と穆せられる弛域に延々砲列の如きサ y ドポ y ア

よP 放出してゐる埋立工事は. に抵士事置であった、長守*

櫛比した時住民が音大雨毎に見舞はれた浸水物詩をえ

乙そ験幸子が残し? と大阪市大事業随一のものとして停へ

るである。足を延して大阪港録興 株式合祉に妥 P 時 節

約心地よ宮室で伊藤常務' / J . b 岡弘の事業計笠現獄勝来

の復興構想等説明 を問主主主菜の饗膝を受げ巌よか b 港

附近を一瞥した、埋立完了の也事線其他には新築がポ

ツボツ出来勝手候の霊童農の魁をしてゐる、前面は近〈歎

祭街が出現するそうな天保山桟橋附近は大分低地にな

ってゐるが近垂井守派E 寓の骨密も比港深〈川 4 りに担買っ

けになると開〈出船入加の般販を極占うる民主: 待遠い。

限前点A 残移せる高居建物であフた倉庫曾枇は今は幹

近〈迄設したかの感がある、 E苦.上顕示の方向位にー問

自分のさ〈 か〈 に昔話〈などする内にはるかに見ゆる淡

路鳥山和歌浦に夕日が傾宮かげたので銭高委員長のお

僻と閉舎の挨拶後解散し? と、誌に間最土及伊藤常替の御

厚意を寓蹴ナる次第である、図本見愚には五十名の申

込があったのに約字数足ず・であったのは諒残念だった

第 五 催 宇 治 方 面 見 @

六月十二日の目隠正期し京事思支音Eと合同の卒等院賞祭

山の見与を催した、京阪紳より 310 合するもの四十有

除名。卒等院鳳恩堂前の池遣に集合松井亥郊長の告書拶

後藤原博士より比企に就ての歴史や構建等続明を関堂

内陳に入 P建物の個々につき有室長な穏を聞きつ h 参事E

後丘上の図賢容院を鬼彦、中食後宇治川を渡舟して宇

治上紳需土の建築様式を見耳鼻後一旦解散、午後二時停音量

鍵寺山門集合、山内から最終奥の堂迄順次藤原氏の誘

導主設明を聞きつ』見感終って同寺西容院に休貫主、軍民

に汗するｾ去を暫し放 談 、茶話曾を催し自己紹介や今

後の見耳鼻希望等意見交換後松弁支部長閉舎の言葉で解

散した。解散後京都文郎幹事舎を開き五時から有志懇

親 舎に移 P普茶料理の晩餐を共にして薄暮 閉曾 した a

以上 24. o. 20 山本大台 要員記
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曾 務

理 事 曾 六月八日 第 三 固 定 例 、朝日 ピルにて

ＱＮ ｾ者規程検討の件、給奥規程 、 委員曾 、 理事舎内規等

一郁改正 し?と。

2. 地震童話策委員合経費要求の件、一高五千図支出承認

3. 財産目録承認の件、廿三年決算結果に依る目録別紙

の通承認した。

4. 行政、災答委員合設置の件、政髭ナる事とし:主紀一

任し? と。

5. 上半期職員賞典の件、総額を決定し支給方主犯一任

した。

ＶＮ 交官事地域ｾ吏件 、中国 支官官九州支部申出を別演の遁

E 承認し た。

7. 大阪建設合舘借室契約の件、

二 十三年十二月よ P 分室として借室せる契約を正式

に承E忍し? と。

. 8. 入退f君主仕留の件 別表の遁 P 承認した。

時報告五月分枚支、敬育、住宅、事業各委員合経過

大医商工合議所入舎、建築土令官十五年式典多列、軍手

季大合超過、吉平議員合 、臨時総合経過、近畿災管救

助協議曾養員承認 、前令長片岡安先生三年祭、日本

工耳鼻合入舎の件等

事 業 委 員 曾

六月中駁函令合約廿項目につき銑窓研究中

地震動策委員曾

前月に引ま質量大1更に呼かけるため単備を完まいでゐる。

住 宅 委 員 曾

住 宅 金庫殻置運動 の件は経 過 を 六 月 号に掲型車した ( 44

頁参照〉今年の事業計商として新工法の育成、住み方

の改 善 、住居の水車向上等を拳げ研究中

教 育 委 員 曾

六月十四日工業者唾廠 舎 で質例によるコンク J ) - ト鱗 脅

曾 開 催 約200名聴講者があった、次回文化鯵座を食施

するためE整備中

建 材 部 曾

七月中旬技術 、綜合、建材の三者合合建材についての

座談合開催を協議した。

京 都 支 部

見接令開催、八月号原稿蒐集及際告募集につき屡々曾

合会幹事大奮闘中

-・・・・・・・・E・E・........................11

膏 寝 藁
水 銀 燈 焼 付. . . . . .，. . . . . . . . . . . . .・・・・・.. . . . . .
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堂 ピ ノ レ 前 西 入

天満公共職業安定所前

堂島青窮異工業所

宣 伝 蔵 鳥 @3375呑

兵 庫 支 部

六月号曾除原稿集l除、僚告取量Eめ等金委員努力の結果

六 E 号 の 通 P である、賞七月下旬餓筋建物移動工事現

揚見与を決定 した。

中 国 支 部

今般中園支郁に機大されたので陣容主主の他熊般事次の

ｾ備を完まいでゐる。質支部設置以来常議員としてｾ反

に愛された際王寺医遜信局管繕際長山中侠氏は此程郵政

省建築部鮫計採長に築制された由である、同氏今日迄

の御霊力に望号し翻意を表すると共に今后の御活躍を新

る次第である。

和 MX山曾勢委員曾

ｚ 最而令勢ｾ反に つ き努力を綴け てゐる 問委員舎は今般

和歌山県系建築合と F イアップする事とな P 其絶、曾に出

席方要 望されたので六月 十五日 大和理事が列席協力方

を乞ひ取敢ず本年度から 二号曾員十口を本曾に入曾承

隠された、術引徽章者委員舎 を開き令費集金合員募集等

協議した。以上六月末日迄経過

編集後記 合員務賢の御叙主主主御支援によ P 本誌も

一一ー一一一: . . . . ｾ阜々充 Ｓ 正してまい ｐ 、 順翻に版を重ねて

参 F ましたが、本誌編集 子一 向も御期待に jijlJ ふ可〈馬力

をかけて何一層よい殺総にすべ〈努力してお P ます。

m本貌は瑚Pt >・趣をか え、 本 合24年度理手季大舎に講演を

I貰いた畠中博、伊東俊雄繭先生に其の要旨を特に御殿い

して文章 にしてI貰垂 ました が、稀建築に関聯せぬ点も h

p ますが、 鉛夏のE貨物 として 興味あるもの と存じ掲載し

た次 第です。

f品T他に紅一点として、元朝日新聞女流犯者としてうた

ほれた恩田女史より 家庭生活の重要要紫でるる台所問題

の犯事を得? とととは、本放をー庭先彩あらしめたものと

して喜 んでお E ます。叉上野 伊三郎 、上回光雄先生 から

も'新著書重苦照的な玉稿を得ました事を樹ナる次第です。

倫次型企よ ｐ は月初一日ｾ行とすベｻ目下印刷中にて、

八月初J 句御手許に届ける可 〈努力してお P まナ。

猛援の中、再建に復興に奮闘されてゐる舎員術交の』士

健を新ると共に、術一層の御 支 援 を希望致し編集の辞 と

します o < . 銅集子〉

建 築 さ 批 曾

第 3 0 輯 第 7 競

資 償1部金4 { ) 図( 主主料共〉

昭 和24年7月初日印刷・昭和2.1年7月初日量産行

編集蛮行人 戸 JII ｾｌＮ＠

後 行 所 主 要 日 本 建 築 協 曾

大阪市北直中ノ島3 ノ3朝日ピル

f 土 佐 郷 @1 8 3日・ 3631呑

電信 i 北 滋 ⑧ 1334 ｾ＠ 9 番

扱 容 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

大 阪 市 東 区 北 滋 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 塗

大 阪 市 東 軍 北 滋 三 丁 目 七

，しー
印 刷 所 児 島 印 刷 株 式 合 祉
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